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地
域
は
労
働
者
不
足
で 

生
活
維
持
も
難
し
く
な
っ
て
い
く

　日
本
の
人
口
減
少
の
影
響
を
最
も
大
き

く
受
け
る
の
は
、「
地
域
」で
あ
る
。
例
え
ば
、

リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
は
２
０
２

３
年
に「
２
０
４
０
年
の
生
活
維
持
サ
ー
ビ

ス
充
足
率
」を
予
測
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば

２
０
４
０
年
、
東
京
都
・
千
葉
県
・
神
奈

川
県
・
大
阪
府
で
は
生
活
維
持
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
労
働
者
が
足
り
る
一
方
で
、

他
の
都
道
府
県
は
、
労
働
者
不
足
で
生
活

維
持
サ
ー
ビ
ス
を
満
足
に
受
け
ら
れ
な
く

な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
特
に
、
岩

手
県
・
新
潟
県
・
京
都
府
で
は
充
足
率
が

60
％
を
割
る
と
い
う
数
値
が
出
た
。「
地
域

の
担
い
手
不
足
」の
問
題
は
す
で
に
さ
ま
ざ

ま
な
面
で
顕
在
化
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ

う
な
調
査
や
研
究
を
見
る
限
り
、
今
後
さ

ら
に
進
む
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

地
域
の
担
い
手
不
足
を 

解
消
す
る
カ
ギ
は「
小
中
学
生
」だ

　じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
は
、
２

０
２
２
年
か
ら「
探
究
型
教
育
＆
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
研
究
を
始
め
た
。
小

中
学
校
の「
探※

１

究
学
習
」
の
時
間
を
使
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
に
地
元
の
産
業
に
つ
い

て
探
究
し
て
も
ら
う
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

最
大
の
目
的
は
、
10
年
後
、
20
年
後
に
地

域
産
業
を
盛
り
上
げ
る「
地
域
社
会
の
未

来
の
担
い
手
」の
育
成
に
あ
る
。

　地
域
に
生
ま
れ
育
つ
子
ど
も
た
ち
の
多

く
は
、
成
長
す
る
と
故
郷
を
離
れ
、
大
都

市
圏
に
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
。
そ
の
う
ち

の
一
定
数
が
地
域
に
残
る
か
戻
る
か
し
て
、

地
域
の
担
い
手
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
、
労

働
者
不
足
を
解
消
・
軽
減
で
き
る
は
ず
だ
。

そ
の
た
め
に
は
、
小
中
学
生
の
う
ち
に
地

域
や
地
域
産
業
と
関
わ
り
、
愛
着
を
持
つ

機
会
が
欠
か
せ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
子
ど

も
時
代
の
愛
着
が
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

形
成
す
る
か
ら
だ
。
中
学
校
卒
業
ま
で
に

地
域
産
業
と
の
関
わ
り
を
持
た
な
い
と
、

高
校
・
大
学
以
降
は
大
都
市
圏
な
ど
に
進

学
・
就
職
し
、
地
域
産
業
と
関
係
の
な
い
人

生
を
送
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
の
だ
。

　こ
の
取
り
組
み
は
、
学
校
と
地
域
の
大

人
た
ち
が
協
力
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創
る

の
が
大
き
な
特
徴
だ
。
子
ど
も
と
大
人
が

地
域
産
業
の
未
来
を
共
創
す
る
の
だ
。

2
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次

　日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん「jalan

」
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、「
道
」「
プ

ロ
セ
ス
」
の
意
味
で
す
。「jalan  jalan

」
で
、「
散

歩
す
る
」「
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
」「
旅
行
す
る
」

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
あ
り
が
と
う
」の
意
。

と
ー
り
ま
か
し
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探究型教育 ＆ 人材育成プログラム

子どもと大人で
共創する
地域産業の未来
じゃらんリサーチセンター（JRC）は、地域の未来の担い手を育てる
「探究型教育＆人材育成プログラム」の研究を始めた。その手法と現時点での成果を報告する。

※1  探究学習（総合的な学習（探究）の時間）／総合的な学習（探究）の時間は、変化の激しい社会に対応して、探究的な見方・考え方を働かせ、
横断的・総合的な学習を行うことを通して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を育成することを目標にして
いることから、これからの時代においてますます重要な役割を果たすものである。（文部科学省Webサイトより）

イラスト／武曽宏幸



子
ど
も
た
ち
・
大
人
た
ち
が	

「
関
係
の
質
」を
高
め
る
こ
と
を
重
視

 

「
探
究
型
教
育
＆
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
は
、
小
学
校
５
年
生
〜
中
学
３
年
生

に
地
域
産
業
と
親
し
ん
で
も
ら
い
、
地
域

の
未
来
の
担
い
手
を
育
て
、
中
長
期
的
な

地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
狙
う
取

り
組
み
だ
。
現
在
は
２
０
２
２
年
か
ら
、

中
学
３
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て

い
る
最
中
で
あ
る
。
将
来
的
に
は
小
学
校

高
学
年
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
第
一
に「
関
係

の
質
」
を
重
視
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、

成
功
循
環
モ
デ
ル
に
従
え
ば
、
関
係
の
質

を
高
め
る
こ
と
が
、
思
考
の
質
・
行
動
の

質
・
結
果
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
か
ら

だ（
図
１
）。
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
地
域

の
働
く
大
人
た
ち
と
接
し
た
り
、
共
創
し

た
り
す
る
こ
と
は
、
学
校
や
机
上
に
閉
じ

な
い
多
く
の
価
値
観
に
触
れ
る
経
験
に
な

る
。
人
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、

「
自
分
と
地
域
」「
自
分
と
社
会
」
を
感
じ

る
こ
と
が
日
常
的
に
な
る
は
ず
だ
。
そ
う

す
れ
ば
、
日
常
的
に「
自
分
は
ど
う
生
き

た
い
か
」「
自
分
は
社
会
や
地
域
と
ど
う
あ

り
た
い
か
」
を
考
え
る
機
会
を
つ
く
り
、

行
動
す
る
人
が
増
え
る
だ
ろ
う
。
行
動
が

結
果
に
表
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
地
域
や
社
会
が
元
気
に
な
っ
て
い

く
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
生
徒
と
地
域
の
大
人
の
関

係
だ
け
で
な
く
、
生
徒
た
ち
同
士
、
学
校

と
地
域
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
関
係
の
質

を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

学
校
と
地
域
の
共
創
体
制
が	

よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る

　
第
二
に
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
学
校
と
地

域
の
共
創
体
制
づ
く
り
を
重
視
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
が
学
校
外
の
社
会
に
つ
い
て

主
体
的
に
調
べ
て
考
え
る
も
の
だ
か
ら
、

学
校
外
の
知
識
や
つ
な
が
り
が
必
要
に
な

る
。
多
く
の
先
生
が
多
忙
を
極
め
る
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
先
生
だ
け
で
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
制
作
・
実
行
す
る
の
は
不
可
能
に
近

い
。
し
か
も
、
小
中
学
校
の
先
生
は
数
年

で
異
動
に
な
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
、
仮

に
突
出
し
た
能
力
を
持
つ
先
生
が
独
力
で

優
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
れ
た
と
し
て

も
、
そ
の
先
生
が
い
な
く
な
っ
た
途
端
、

再
現
で
き
な
く
な
る
。
し
か
し
、
地
域
産

業
を
対
象
と
し
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

当
然
な
が
ら
地
域
ご
と
に
内
容
が
異
な
る

た
め
、
全
国
一
律
で
は
な
く
、
各
地
域
・

各
学
校
が
自
分
た
ち
に
合
っ
た
も
の
を
用

意
す
る
必
要
が
あ
る
。

4

地
域
の
未
来
の
担
い
手
と
意
志
あ
る
大
人
た
ち
が

地
域
産
業
を
共
創
す
る「
探
究
学
習
」

じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
は
、
赤※

２

井
友
美
さ
ん
と
共
同
で「
探
究
型
教
育
＆
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
研
究
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
る
上
で
必
要
な
能
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、

学
校
を
中
心
と
し
た
地
域
の
大
人
た
ち
の
つ
な
が
り
も
創
出
す
る
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
探
究
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

図1	 ダニエル・キムの成功循環モデル
	 （MIT組織学習センター共同創始者）

関係の質

行動の質

結果の質 思考の質

探究型教育
＆

人材育成
プログラム
とは?

※2   赤井友美さん：（株）4smiles代表取締役。（一社）未来共創イノベーション代表理事。（一社）イマココラボフェロー。神山まるごと高専評議員。
       熊本県南小国町、山形県鶴岡市、香川県三豊市等の教育委員会アドバイザーを歴任。



復
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
生
徒
た
ち

の
主
体
性
を
回
復
さ
せ
、
生
き
る
力
を
高

め
る
た
め
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
生
徒
た
ち
は
さ

ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を
使
い
こ
な
し
な
が
ら
、

自
分
た
ち
で
調
査
し
た
り
、
企
画
ア
イ
デ

ア
を
出
し
た
り
、
成
果
物
を
制
作
し
た
り

す
る
。
実
際
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
プ
ロ
が
行
う

の
と
同
様
の
プ
ロ
セ
ス
で
、
答
え
の
な
い

問
い
に
取
り
組
む
の
だ
。

　
驚
く
こ
と
に
、
彼
・
彼
女
た
ち
は
ツ
ー

ル
を
使
い
こ
な
す
ス
キ
ル
を
短
期
間
で
身

に
つ
け
、
自
分
た
ち
の
力
で
や
り
遂
げ
る
。

こ
れ
こ
そ
が「
主
体
性
の
回
復
」で
あ

る
。
こ
の
と
き
に
最
も
大
切
な
の
は
、

先
生
や
親
、
周
囲
の
大
人
た
ち
が
、

生
徒
た
ち
を
信
じ
て
任
せ
る
こ
と
だ
。

　
主
体
性
を
回
復
す
る
と
き
に
は
、

生
徒
た
ち
に「
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
コ
ル

ブ
の
経
験
学
習
モ
デ
ル
」（
図
２
）
を

回
し
て
も
ら
う
の
が
効
果
的
だ
。
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
経
験
学
習
モ
デ
ル

を
回
し
て
、「
自
分
た
ち
に
も
地
域
産

業
を
盛
り
上
げ
る
糸
口
を
つ
か
む
こ

と
が
で
き
る
」
と
い
う
成
功
体
験
を

得
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
ま
と
め
る
と
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

９
つ
の
原
則
を
重
視
し
な
が
ら
開
発

し
て
い
る
。
①
生
徒
た
ち
に
答
え
の

な
い
問
い
を
与
え
る
こ
と
。
②
生
徒

た
ち
が
主
体
的
に
取
り
組
め
る
こ
と
。

　
そ
こ
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
地
域
の
協

力
だ
。
学
校
の
先
生
た
ち
と
地
域
の
共
創

体
制
を
構
築
で
き
れ
ば
、
そ
の
地
域
に
根

づ
い
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継
続
的
に
用

意
し
、
実
行
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果

と
し
て
、
学
校
と
地
域
の
関
係
性
が
深
ま

る
こ
と
は
、
他
の
面
で
も
地
域
に
と
っ
て

プ
ラ
ス
に
つ
な
が
る
は
ず
だ
。

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
先
生
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
意
志
あ
る
大
人
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま

な
面
か
ら
関
わ
っ
て
も
ら
い
、
学
校
と
地

域
の
関
係
の
質
を
高
め
、
持
続
的
な
共
創

体
制
を
築
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

③
毎
年
同
じ
よ
う
に
実
行
で
き
る
こ
と
。

④
地
域
に
特
徴
的
な
何
か
を
扱
う
こ
と
。

⑤
地
域
の
人
た
ち
と
接
す
る
こ
と
。
⑥
持

続
可
能
性
の
視
点
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
。

⑦
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
地
域
の
共
創
が

生
ま
れ
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
。

⑧
実
社
会
の
よ
う
に
顧
客
を
意
識
す
る
こ

と
。
⑨
生
徒
た
ち
が
自
ら
経
験
学
習
モ
デ

ル
を
回
す
こ
と
。

　
な
お
、
私
た
ち
は
探
究
学
習
を
図
３
の

位
置
づ
け
で
捉
え
て
い
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
21
世
紀
の
V
U
C
A
時
代
、
多
様

性
の
時
代
に
適
し
た
学
習
方
法
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の 

「
主
体
性
」を
回
復
す
る

　
第
三
に
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
小
中
学
生

た
ち
に
、
社
会
人
や
大
学
生
と
同
じ
よ
う

に「
答
え
の
な
い
問
い
」に
向
き
合
う
経
験

を
し
て
も
ら
い
、「
自
分
な
ら
ど
う
す
る
か
？
」

を
真
剣
に
考
え
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
小
さ
な
頃
か
ら
社

会
人
・
大
学
生
と
同
じ
よ
う
な
実
践
的
な

探
究
の
訓
練
を
積
む
こ
と
が
、
自
身
の
経

験
と
自
信
に
な
り
、
社
会
に
出
た
と
き
に

役
立
つ
か
ら
だ
。

　
２
０
１
７
年
か
ら
改
訂
さ
れ
た
新
し
い

学
習
指
導
要
領
は「
生
き
る
力
」
を
最
重

視
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
生
き
る
力

を
高
め
る
に
は
、
ま
ず
は
自
分
で
考
え
て

行
動
を
起
こ
す
姿
勢
を
獲
得
す
る
必
要
が

あ
る
。
私
た
ち
は
そ
れ
を「
主
体
性
の
回
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図3  社会変化の流れ

図2  デイヴィッド・コルブの
 経験学習モデル

VUCA時代
（変動・不確実・複雑・曖昧）、
AI化、持続可能性、少子高齢化

工業化、標準化
大量生産、大量消費

20世紀 21世紀

社会

地域

資質
能力

教育
探究的学習
能動的な学び

知識習得優先
受動的な学び

学び続ける力、答えがない
課題設定能力、やりがい

知識量、答えが１つ
指示を正確に再現できること

地方分散型、関係人口、
移住・二拠点居住、協働・共創の
地域づくり、質的向上、多様化

都市一極集中、進学・就職の
都市志向、大企業就職信仰、
画一的、横並び志向

具体的
経験をする

教訓を
引き出す

新しい状況に
適用していく 内省する



３
年
間
で
塩
尻
を
深
く
知
り	

地
域
の
魅
力
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
う

　
塩
尻
西
部
中
学
校
は
、
塩
尻
市
西
部
の

宗
賀
・
洗
馬
地
区
の
生
徒
が
通
う
中
学
校

だ
。
ぶ
ど
う
や
レ
タ
ス
の
畑
に
囲
ま
れ
た
の

ど
か
な
田
園
地
帯
に
あ
る
。

　
２
０
２
１
年
度
は
１
年
生
が
総
合
的
な

学
習
の
時
間
に「
桔
梗
ぶ
ど
う
学
」
と
し

て
、
地
域
の
大
事
な
産
業
で
あ
る
ぶ
ど
う

を「
知
る
・
わ
か
る
」
探
究
学
習
を
行
っ

た
。
２
０
２
２
年
度
か
ら
は
、
じ
ゃ
ら
ん

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
と
赤
井
友
美
さ
ん
が

関
わ
り
、
桔
梗
ぶ
ど
う
学
を
発
展
さ
せ
る

形
で「
ふ
る
さ
と
ぶ
ど
う
学
」
を
実
施
し

て
い
る
。
知
る
・
わ
か
る
を
超
え
て
、「
ぶ

ど
う
を
と
り
ま
く
地
域
の
魅
力
を
考
え
、

社
会
に
伝
え
る
授
業
」
に
進
化
さ
せ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
だ
。
半
年
間
に
わ
た
っ
て
、
ぶ

ど
う
に
ま
つ
わ
る
２
種
類
の
廃
棄
物
を
活

用
し
た
新
商
品
開
発
と
、
広
報
・
販
売
促

進
に
取
り
組
ん
だ
。

　
２
０
２
３
年
度
か
ら
は
、
２
年
生
と
３

年
生
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
始
ま
っ
た
。

　
２
年
生
の「
企
業
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
」
は
、
子
ど
も
た
ち
が
地
元
企
業

を
自
ら
取
材
し
て
、
企
業
の
魅
力
を
自
分

た
ち
な
り
に
見
つ
け
出
し
、
求
人
記
事
や

求
人
動
画
を
作
成
す
る
探
究
学
習
だ
。
上

手
に
で
き
た
求
人
記
事
・
動
画
は
、
実
際

に
企
業
に
使
っ
て
も
ら
う
予
定
だ
。

　
３
年
生
の「
チ
ー
フ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
オ

フ
ィ
サ
ー
」
は
、
子
ど
も
た
ち
が
塩
尻
の

人
た
ち
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
な
が
ら
、
地

域
課
題
と
解
決
策
を
と
ら
え
、
自
分
た
ち

な
り
の
理
想
の
塩
尻
を
考
え
て
提
言
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
塩
尻
市
で
は
、
市

長
が
そ
の
提
言
に
耳
を
傾

け
て
い
る
。

　
３
年
間
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
は
地
域
の
特
産

品
、
地
元
企
業
、
地
域
課

題
を
深
く
知
り
、
塩
尻
の

魅
力
を
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
な
お
、
各
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
図
５
・
図
６
・
図
７
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

地
域
教
育
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が	

授
業
を
行
い
、
先
生
は
コ
ー
チ
役
に

　
こ
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
き
な
特
徴

の
１
つ
は
、
先
生
た
ち
と
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ

ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
赤
井
さ
ん
以
外
に
も
、

塩
尻
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
に
関
わ
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
あ
る（
図
８
）。
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5月 オリエンテーション／ぶどう農
家さんの話を聞こう

6月 ぶどうについて調べよう
7月 ぶどうの廃棄物について調べよ

う／ぶどう笠かけ
9月 ワインメーカーさんに話を聞こう

／ぶどうの収穫体験／商品企画
のアイデア出し／アイデアを周
りに知らせるチラシを作ろう

10月 試作品候補決定のための校内
投票／ジャムのパッケージ作り
／「株式会社塩尻西部中学校」
の担当チームに分かれよう

11・12月チーム活動（パッケージチーム、
コンセプトチーム、ホームペー
ジチーム、チラシチーム、動画
チーム、メディア・広報チーム）

1月 これまでの学びを整理して、プ
レゼンテーション資料をまとめ
よう、練習しよう

2月 発表会／自分の学びを振り返ろう

6

塩
尻
西
部
中
学
校
で
の
実
証
実
験

子
ど
も
も
大
人
も
変
化
し
て
い
る

私
た
ち
は
２
０
２
２
年
度
か
ら
、
長
野
県
塩
尻
市
立
塩
尻
西
部
中
学
校
で
実
証
実
験
を
始
め
て
い
る
。

２
０
２
３
年
度
は
全
学
年
で
異
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
成
果
や
生
の
声
と
と
も
に
、
関
わ
る
多
様
な
大
人
た
ち
の
声
も
伝
え
る
。

図5	 ふるさとぶどう学の
	 スケジュール

図4		探究型教育＆人材育成プログラムの全体像

地元の企業を探究する 地元の未来を探究する

自分たちで
地元企業の魅力を
発見・発信する

求人動画や求人広告を創る

自分たちで
地元を良くする

アイデアを生み出して
自治体に提言する

➡ ➡

年生 年生

地元の名産品を探究する

自分たちで
廃棄物を使った商品を

開発して
店舗で展示販売・広報

➡

年生

探究型教育
＆

人材育成
プログラム
実証事例

田園地帯にある塩尻西部中学校

ふるさとぶどう学 企業魅力化
コーディネーター

チーフ・フューチャー・
オフィサー



行
っ
て
き
た「
地
域
教
育
協
議
会
」
の
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
先
生
は
コ
ー
チ
役
と
し
て
生

徒
た
ち
を
見
守
り
、
悩
ん
で
い
る
と
き
や

行
き
詰
ま
っ
て
い
る
と
き
に
相
談
に
乗
っ

て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
の
１
つ
は
、
多
忙

な
先
生
方
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
増
や
す

こ
と
な
く
、
生
徒
と
地
域
の
接

点
を
創
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
だ
。

　
全
体
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、「
塩

尻
商
工
会
議
所
」の
篠
原
さ
ん
・

谷
田
部
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い

る
。
ふ
る
さ
と
ぶ
ど
う
学
で
は
、

ど
の
廃
棄
物
を
活
用
す
る
か
、

製
造
・
販
売
を
誰
に
お
願
い
す

る
か
と
い
っ
た
相
談
に
乗
っ
て

も
ら
っ
た
。
企
業
魅
力
化
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
は
、
２
年
生

が
取
材
す
る
地
元
企
業
の
選
定

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
関

わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
学
校
と
地
域
の
つ
な
ぎ
役
を
担
う
の
は
、

「
学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
山
本

さ
ん
だ
。
塩
尻
市
内
で
の
長
年
の
営
業
経

験
を
活
か
し
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
を

存
分
に
発
揮
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
探
究
学
習
の
授
業
を
先
導
す
る
の
は
、

先
生
で
は
な
く
、
横
山
さ
ん
、
星
井
さ
ん

を
は
じ
め
、
校
内
で
読
み
聞
か
せ
な
ど
を

　
さ
ら
に
、
ふ
る
さ
と
ぶ
ど
う
学
で
は
、
ぶ

ど
う
の
ジ
ャ
ム
は
原
遊
覧
園
・
原
農
園
に
、

試
作
品
と
商
品
は
森
川
さ
ん（
石
鹸
）、
石

井
さ
ん
・
岩
原
さ
ん（
ボ
ー
ル
ペ
ン
）、
伊

藤
さ
ん（
リ
ー
ス
）
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
。

廃
棄
物
は
林
農
園
の
提
供
で
あ
る
。
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
は
Ｈ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
に
支

援
し
て
も
ら
い
、
新
商
品
の
展
示
・
販
売

は
、
無
印
良
品
ツ
ル
ヤ
塩
尻
広
丘
に
協
力

し
て
も
ら
っ
た
。

　
ま
た
、
企
業
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
で
は
、
地
元
塩
尻
に
あ
る
銀
行
・
メ
ー

カ
ー
・
建
設
業
・
病
院
・
老
人
介
護
施
設
・

小
売
店
・
飲
食
店
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の

皆
さ
ん
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
皆
さ
ん
に
は
、
必
要
に
応
じ
て

生
徒
た
ち
と
直
接
関
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
。
社
会
人
と
の
接
点
が
少
な
い
中
学
生

に
と
っ
て
、「
地
域
の
働
く
大
人
た
ち
」
が

働
く
姿
を
生
で
見
る
機
会
は
貴
重
で
あ
る
。

5月 オリエンテーション／さまざま
な求人広告があることを知ろう

6月 自分の価値観や職業観を整理
しよう／エントリーシートを書こ
う／求人動画チーム・求人記事
チームに分かれよう

7月 担当する業界・仕事・会社につい
て調べよう／質問作り、問い作
り／話の聞き方、接遇マナー講
座／人事担当者にも話を聞こう

9月 実際に企業に行って、取材しよう
9・10月 取材してきたものを形にしよう

／企業の人に見てもらい、嘘が
ないか確認しよう／これまでの
学びを整理して、プレゼンテー
ション資料をまとめよう、練習
しよう

11月 発表会／自分の学びを振り返ろう

5月 オリエンテーション
6月 自分の価値観と、それを大事に

したシーンを思い描いてみよう
／自分の理想の環境、地域を
描いてみよう

7月 理想の未来をまとめよう／問い
作りをしよう／インタビュー対
象を決めよう／

7～9月 仮説・自分なりの考えを出して、
仮説対象者にインタビューしよ
う／自分だったら、こんな解決
策が考えられるのではないか？
／プレゼン資料作成／ミニ発
表会＆ブラッシュアップ

9月 発表会／自分の学びを振り返ろう
11月 発表会
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図6	 企業魅力化コーディネーター
	 スケジュール

図8	 2022年度
	 ふるさとぶどう学の
	 共創体制

横山さん、星井さんをはじめとする
学校支援ボランティアの皆さん

「地域の魅力を発信する
商品開発と広報」に
協力いただいた皆さん

授業に入って
「答えのない学び」に
協力いただいた皆さん

図7　チーフ・フューチャー・
	 オフィサーのスケジュール

塩尻市教育委員会
（教育長・池上さん）

試作品などの製作協力
石鹸：森川さん

ボールペン：石井さん・岩原さん
リース：伊藤さん

葡萄ジャム：原遊覧園・原農園

学校支援コーディネーター
（山本さん）

協力事業者探し・調整（塩尻
商工会議所篠原さん、谷田部さん）

ワインパミス・ぶどうの枝の提供
（林農園）

新商品の販売・展示
（無印良品 ツルヤ塩尻広丘）

新商品のプロモーション
（HYAKUSHO）

地域教育協議会

塩尻西部中学校 じゃらんリサーチセンター
（三田・研究パートナー赤井さん）

学校支援ボランティアの横山さん（写真左）がふるさとぶど
う学の授業をした

学校支援コーディネーターの山本さん（写真中央）



1

プログラムを通じた自分自身の変化
生徒の変化（n=70）
ビジョンや目的に向かって
クラスメートと協力できた
社会の一員であり、社会に影響を
与えられるという思いは高まった
課題や問題に対して対応策を
考えることができるようになった
わからないことがあるとき、自分で情報を
収集したり、誰かに質問できるようになった

8

ふるさとぶどう学
3つの新商品を開発し 
地元の無印良品で展示販売・広報を展開
　2022年度、生徒たちは3つの新商品を開発した。普通は廃棄され
るぶどうの枝を自然のままに使った1点もののボールペン「EDAPEN」
と、ぶどうの枝を活用した「枝リース」。ワイ
ンの搾りかすとしてやはり廃棄されているワ
インパミスを使い、肌に優しいポリフェノー
ルなどを含んだ「信州塩尻ワイン石鹸」の3
つだ。試作品制作や製造は地域事業者が
支援したが、3商品のパッケージ、コンセプ
ト、チラシ、ホームページ、動画の制作とニュ
ースリリースはすべて生徒たちが行った。
　さらに2023年2月、無印良品ツルヤ塩尻
広丘の協力を得て、生徒たちは展示販売を
行い、広報宣伝を展開した（写真下）。また、
学校内や塩尻市コミュニティ・スクール市民
集会で、取り組んだ内容を自分たちでプレゼ
ンテーションした。地元のテレビ局や新聞
社が取り組みを取材し、大きく取り上げてく
れた。

次に、各チームに必要な基本の方
法や型を手渡した。たとえばホーム
ページチームなら、サイトマップ構造
である

生徒たちはこの6種類のチームに分
かれて探究学習を行った

最初に、3カ月間の学習の流れを提
示し、スケジュール感を示した

そのうえで各チームに向けて、この
ように書き込んだり貼り付けたりし
ていけば、自分たちだけで主体的に
取り組めるスライドを用意した

図9  授業用スライドの一部

無印良品ツルヤ塩尻広丘での展示販売の様子

枝リース

信州塩尻
ワイン石鹸

EDAPE
N

ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス

チ
ラ
シ

●�最初は、本当に自分たちでチラシなんて作れるのかなと思いまし
た。でも、実際にやってみるとデザインを考えるのが楽しくて、でき
上がったときには達成感がありました。地域とちゃんと向き合って
みたいと思うようになりました。（青栁結唯さん・1年生）
●�一人だったら、きっと途中で投げ出していました。チームの仲間の
存在が心強かったです。原さんたちの話を聞いて、塩尻で働くこと
に興味が湧きました。今度は自分から地域の人たちと交流する機
会をつくれたらと思います。（小川太一さん・1年生）

年生

2022年度ふるさとぶどう学の研究成果をまとめた
映像です。ぜひご覧ください。

生徒たちの声❶

主体性の回復に欠かせない 
「オリジナル授業用スライド」
　ふるさとぶどう学では、生徒たちは6種類のチームに分かれて、4人１
組でチーム活動を行う。その際はオリジナルの「授業用スライド」を使
用する（図9）。特徴は、「生徒たちが主体的に取り組めるようになって
いる」ことだ。スライドに沿って進めれば、自分たちだけで新商品のア
イデアを考えたり情報を調べたり、広報物・販促物を制作したりできる
のだ。生徒たちが主体性を回復させるために欠かせないツールである。
　制作の際には、グラフィックデザインツール「Canva」をはじめ、さま
ざまなツールを使用する。生徒たちは、たった4カ月でこれらのツール
を使いこなし、チラシやニュースリリース、商品パッケージを創り上げ
るまでになるのだ。

探究型教育＆人材育成プログラム 事例紹介

塩尻西部中学校
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3

プログラムを通じた自分自身の変化
生徒の変化（n=70）
ビジョンや目的に向かって
クラスメートと協力できた
社会の一員であり、社会に影響を
与えられるという思いは高まった
課題や問題に対して対応策を
考えることができるようになった
わからないことがあるとき、自分で情報を
収集したり、誰かに質問できるようになった

アンケート結果

9 December  2023

企業魅力化コーディネーター

チーフ・フューチャー・オフィサー

90

81

83

84

出典：�じゃらんリサーチセンター「地域産業を創出する探究型人材育成プログラム　
振り返り調査」（2023年）

年生

年生

●��働くのは面倒くさいと思っていたけど、広報・メディアチームの活動
を通じて、働く大人たちが世の中をつくっていることがわかりまし
た。授業をしてくれたボランティアの皆さんに憧れています。塩尻
市への興味は0.01から100になりました。（安藤日向さん・1年生）

●��私が求人動画を作った会社のことを取材前に調べたら、セラミッ
クスを作る会社だとわかりました。工場はとても大きく、いろんな
人が働いていました。仕事の面白さを伝えるため、動画に字幕を
つける工夫をしました。（塩原江梨花さん・2年生）
●��清沢土建の求人記事を作りました。家やビルを建てる会社だと思
っていたので、まちの除雪作業もしてくれていると知って驚きまし
た。取材してみて、塩尻の暖かい人たちに囲まれて働くのもいいか
もしれないと思いました。（義若鉄平さん・2年生）
●��清沢土建の求人記事を作りました。会社の皆さんの話を聞いて、
建設業では、建てる専門家以外に、設計や測量などさまざまな専
門家が力を合わせていることがわかりました。もっといろんな仕
事のことを知りたいと思いました。（石井皇名さん・2年生）

生徒たちの声❷

塩尻への興味・関心を
10段階で
教えてください
生徒の変化（n=70）先生・地域の事業者の

変化（n=12）

塩尻市の総合計画を読み解いて考察し 
最後は市長などに提言する
　塩尻市の「未来の最高責任者（チーフ・フューチャー・オフィサー）」
となり、３０年、４０年後の塩尻市をより魅力あるまちにするために、何
をすべきかを提言していく。最初に塩尻市の総合計画を読み解き、「子
育て世代に選ばれる地域の創造」「住みよい持続可能な地域の創造」
「シニアが生き生きと活躍できる地域の創造」の3つの基本戦略のい
ずれかを選んで、チームテーマを作る。そのテーマに沿って、仮説づく
り、実験・調査、考察を行い、最終的には市長などに提言する。

□塩尻市を子育ての街に
□教師雇用数を増やすことで教育環境が改善される
□地元で採れた農作物を販売できる場所や機会を増やす
□奈良井宿をPRすることで塩尻市をより活発にする
□地域資源を活かした交流の促進
□伝統工芸品やワインを観光資源として有効活用する
□域内循環システムを形成するために農業に関わる若者を増やす
□塩尻市の食材・料理を活用して、町を活性化させていくために
□暮らしやすい街を作るための木質バイオマス
□医療現場や感染症に対する興味をもってもらおう！
□災害時に防災倉庫は役に立つのだろうか
□高齢者がたくさん活躍することができる地域にしていく

生徒たちが地元企業を取材して 
企業の魅力をチームで探究し、求人記事・動画を創る
　企業魅力化コーディネーターでは、生徒たちは求人記事チームと求人
動画チームに分かれて、地元企業を取材する。2023年度は取材時に先
生が同行せず、学校支援コーディネーターの山本さんや塩尻商工会議
所の谷田部さんが付き添いながら、子どもたちが自らインタビューや撮
影を行った。
　取材後は、動画編集ツールなどを使い、動画と記事の編集をチームで
行った。もちろん彼らはまだ働いたことがないが、チームで協力して想像
力を働かせれば、求人記事・動画を制作できるのだ。なお、いくつかの
企業は、彼らの求人記事・動画を実際にコーポレートサイトに掲載してく
れる予定だ。ある企業担当者からは「求人動画を見て、今の中学生はこ
こまで制作してしまうのかと驚いております」というコメントをもらった。

塩尻西部中学校

塩尻西部中学校

1年前
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今

自分にとって、
学びや気づきが
ありましたか？

67%

あった
とても
あった

33%

各チームの提言
（仮説）
テーマ一覧

企業魅力化コーディネーターの発表の
様子

実際に生徒たちが制作した求人記
事の一部分

チーフ・フューチャー・オフィサー
の発表の様子



　
私
は
、
塩
尻
西
部
中
学
校
１
〜
３
年

生
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
べ
て

見
ま
し
た
が
、
現
代
に
マ
ッ
チ
し
た
共

創
の
学
び
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
が
実
に
上
手
に
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を

制
作
し
た
り
、
動
画
を
撮
影
し
た
り
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
す
る
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
一
人

ひ
と
り
が
得
意
や
興
味
を
活
か
し
な
が

ら
、
力
を
合
わ
せ
る
時
代
で
す
。
教
科

書
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
学
び
、
チ
ー

ム
で
や
り
遂
げ
る
経
験
は
、
き
っ
と
今

後
の
人
生
に
役
立
つ
は
ず
で
す
。

　
１
年
生
に
は
ふ
る
さ
と
ぶ
ど
う
学
で

ビ
ジ
ネ
ス
の
面
白
さ
を
知
り
、
２
年
生

に
は
企
業
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

で
地
元
企
業
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え

た
ら
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
地
元
企
業

の
経
営
者
の
皆
さ
ん
は
、
地
域
を
良
く

し
た
い
、
地
域
で
働
く
人
た
ち
を
幸
せ

に
し
た
い
、
と
い
う
高
い
志
を
持
っ
て

い
ま
す
。２
年
生
が
彼
ら
の
志
に
触
れ
、

塩
尻
で
働
く
意
欲
を
抱
い
て
も
ら
え
た

ら
嬉
し
い
。
個
人
的
に
は
、
３
年
生
が

チ
ー
フ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
オ
フ
ィ
サ

ー
で
塩
尻
市
総
合
計
画
を
読
み
解
き
、

市
政
を
真
摯
に
考
え
て
く
れ
た
こ
と
に

感
動
し
ま
し
た
。
彼
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
内
容
は
市
の
職
員
に
も
共
有

す
る
予
定
で
す
。

　
探
究
型
教
育
＆
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
取
り
組
ん
で
よ
か
っ
た
。
学
校
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
山
本
さ
ん
、

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、

商
工
会
議
所
や
さ
ま
ざ
ま
な
地
元
事
業

所
な
ど
の
方
々
と
と
も
に
行
え
る
こ
と

が
あ
り
が
た
い
の
で

す
。
生
徒
た
ち
が
、
市

長
を
は
じ
め
学
外
の
皆
さ
ん
に
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
き
た
こ
と
も
喜
ば
し

い
限
り
で
す
。
私
た
ち
の
取
り
組
み
が

想
定
以
上
の
う
ね
り
に
な
っ
て
き
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。

　
２
年
目
に
な
り
、
学
内
の
理
解
も
深

ま
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
正
解
の

な
い
問
い
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
成
長

し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
授
業
が
進
む

う
ち
に
、
生
徒
た
ち
は「
あ
あ
し
た
い

こ
う
し
た
い
」
と
事
業
所
の
方
々
に
要

望
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
無
印

良
品
ツ
ル
ヤ
塩
尻
広
丘
で
の
展
示
販
売

も
、
生
徒
た
ち
が「
多
く
の
人
に
向
け

て
発
表
し
た
い
」
と
主
張
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
実
現
し
た
も
の
で
す
。
な

か
に
は
、「
動
画
を
最
高
の
も
の
に
し
た

い
」と
突
き
詰
め
た
生
徒
も
い
ま
す
。学

習
指
導
要
領
が
求
め
る「
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
」を
実
現
で
き
て
い
る
、

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
先
生
の
な
か
に
は
、
こ
の
探
究
的
な

学
び
を
自
分
の
授
業
に
取
り
入
れ
た

り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
に
活
用
し
た
り

す
る
先
生
が
お
り
、
学
校
全
体
が
成
長

し
て
い
る
実
感
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
一

番
変
わ
っ
た
の
は
、
校
長
の
私
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
塩
尻
を
大
事
に
想
う
多
く

の
方
々
に
出
会
え
た
こ
と
が
、
私
の
財

産
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
、
一

個
人
と
し
て
何
か
で
き
る
の
で
は
と
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
は
２
０
２
２
年
度
の
ふ
る
さ
と
ぶ

ど
う
学
を
担
当
し
、
２
０
２
３
年
度
は

企
業
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
、
私
も
生
徒

た
ち
も
戸
惑
い
ま
し
た
。
普
段
の
授
業

で
は
明
確
な
ゴ
ー
ル
や
目
標
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
学
習
は
明
確
な
ゴ
ー

ル
や
目
標
を
設
定
し
な
い
こ
と
が
、
最

大
の
価
値
だ
か
ら
で
す
。

　
最
初
の
頃
、
生
徒
た
ち
に
は「
や
ら

さ
れ
て
い
る
感
」が
あ
り
ま
し
た
。と
こ

ろ
が
、
多
く
の
生
徒
は
や
っ
て
い
る
う

ち
に
楽
し
く
な
り
、「
や
り
た
い
」
に
変

わ
っ
て
い
き
、
帰
宅
後
に
リ
モ
ー
ト
で

集
ま
り
、
自
主
的
に
調
査
や
制
作
を
進

め
る
チ
ー
ム
ま
で
あ
り
ま
し
た
。
最
終

的
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
も
大
幅
に
ア

ッ
プ
し
、
生
徒
た
ち
が
お
互
い
に
遠
慮

な
く
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、「
も
っ
と

質
の
高
い
も
の
を
作
ろ
う
」
と
励
ま
し

合
い
、
高
め
合
え
る
関
係
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
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他
の
授
業
で
も
生
徒
を
主
役
に
す
る

こ
と
が
多
く
な
っ
た

塩
尻
市
立
塩
尻
西
部
中
学
校 

教
員 

中
野
直
輝 

さ
ん

子
ど
も
た
ち
の
上
手
な

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
撮
影
に
驚
い
た

塩
尻
市
長  

百
瀬
敬 

さ
ん

私
自
身
も
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た

塩
尻
市
立
塩
尻
西
部
中
学
校 

校
長  

小
林
真 

さ
ん



　
こ
う
し
た
活
動
を
行
う
際
、
教
員
に

と
っ
て
負
担
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
今

回
は
私
た
ち
教
員
の
負
担
感
が
少
な
か

っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て

は
、
特
に
学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
山
本
さ
ん
と
商
工
会
議
所
の
谷
田

部
さ
ん
の
存
在
が
大
き
く
、
二
人
は
頼

れ
る
仲
間
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ

の
探
究
学
習
は
、
協
力
し
て
く
れ
る
地

域
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
継
続
で
き
る

の
で
す
。
ま
た
、
い
ろ
ん
な
大
人
た
ち

と
関
わ
る
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
が
自
信

を
つ
け
る
と
と
も
に
、
地
域
全
体
に
大

事
に
さ
れ
て
い
る
感
覚
を
も
っ
た
こ
と

も
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
ぶ
ど
う
学
を
経
て
、
生
徒

た
ち
は「
自
分
た
ち
か
ら
も
っ
と
意
見

を
出
し
て
よ
い
の
だ
」と
わ
か
り
、私
は

「
生
徒
た
ち
は
想
像
以
上
に
さ
ま
ざ
ま

な
ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
も
っ
て
い
る
」

と
わ
か
り
ま
し
た
。
私
は
他
の
授
業
で

も
、
生
徒
た
ち
を
主
役
に
す
る
よ
う
な

授
業
づ
く
り
を
心
が
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。生
徒
が
話
す
時
間
を
増
や
し
、

私
は
生
徒
の
考
え
を
整
理
す
る
役
に
回

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
生
徒
た
ち

も
私
も
、
探
究
型
教
育
＆
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
か
ら
多
く
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
全
国
の
例
に
漏
れ
ず
、
塩
尻
の
各
企

業
も
人
材
不
足
に
悩
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
、
人
材
が
急
に
集
ま
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
商
工
会
議
所
で
は
、

以
前
か
ら
地
元
高
校
生
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
中
学
生
に
も

さ
ら
に
拡
大
し
た
い
と
考
え
て
い
た
と

こ
ろ
で
し
た
。
探
究
型
教
育
＆
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ま
さ
に
私
た
ち
が

望
ん
で
い
た
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
の
で

す
。
こ
う
し
て
塩
尻

西
部
中
学
校
が
キ
ャ

リ
ア
教
育
に
道
を
開

い
て
く
れ
た
こ
と
を

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
と
中

学
校
と
地
元
企
業
の
想
い
の
ベ
ク
ト
ル

が
一
緒
に
な
っ
た
、
と
感
じ
て
い
ま
す
。

学
校
だ
け
で
な
く
、
塩
尻
全
体
で
子
ど

も
た
ち
を
育
て
て
い
く
体
制
が
整
っ
て

き
ま
し
た
。

　
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
途
中
で
、
じ

ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
が
、
学
校

と
商
工
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
の「
コ
・
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
の
場
を
設
け
て
く
れ

た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
皆
で
集

ま
っ
て
、
お
互
い
の
根
っ
こ
の
想
い
を

共
有
し
、「
地
域
の
あ
り
た
い
最
高
の
未

来
」
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

お
か
げ
で
、
先
生
方
や
学
校
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
山
本
さ
ん
と
一
心
同

体
に
な
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
協
力
事
業
者
の
選
定
や

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
企
業
側
も
子
ど
も
た
ち
も
初
め

て
の
試
み
で
す
か
ら
、
出
だ
し
は
お
互

い
に
緊
張
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク
に
成
功
す
れ
ば
う
ま

く
転
が
っ
て
い
き
ま
す
。
２
年
生
の
企

業
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
取
材

で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
企
業
の
皆
さ
ん

に
積
極
的
に
質
問
し
て
い
く
姿
が
印
象

的
で
し
た
。
一
方
の
地
元
企
業
の
皆
さ

ん
も
、
生
徒
た
ち
に
自
分
の
仕
事
に
つ

い
て
語
る
と
き
、
一
様
に
目
が
輝
き
ま

す
。
実
は
大
人
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち

に
仕
事
の
こ
と
を
語
る
の
が
好
き
な
の

で
す
。
ま
だ
発
展
途
上
で
す
が
、
こ
の

取
り
組
み
を
起
点
に
し
て
、
塩
尻
に
大

き
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
く
可
能
性
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
建
設
業
は
、
地
域
に
欠
か
せ

な
い
存
在
で
す
。
た
と
え
ば
塩
尻
市
の

除
雪
作
業
は
、
私
た
ち
が
市
か
ら
請
け

負
っ
て
い
ま
す
。
建
設
業
が
な
く
な
る

と
、
除
雪
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
る
の
で

す
。
そ
こ
で
最
近
は
、
建
設
業
の
魅
力

や
必
要
性
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
い

ろ
い
ろ
な
場
所
で
話
し
た
り
、
高
校
生

イ
ン
タ
ー
ン
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
企
業
魅
力
化

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
、
そ
の
活
動
の

一
環
と
し
て
引
き
受
け
ま
し
た
。

　
取
材
時
は
常
務
が
生
徒
た
ち
と
一
緒

に
建
設
現
場
に
行
っ
て
、
現
場
作
業
を

見
せ
た
り
、
重
機
に
乗
っ
て
も
ら
っ
た

り
、
現
場
監
督
の
仕
事
を
説
明
し
た
り

し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

建
設
業
に
興
味
を
持
つ
生
徒
が
一
人
で

も
増
え
れ
ば
嬉
し
い
。
良
い
き
っ
か
け

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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建
設
業
に
興
味
を
持
つ
生
徒
が

一
人
で
も
増
え
れ
ば
嬉
し
い

清
沢
土
建
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
清
澤
由
幸 

さ
ん

私
た
ち
と
中
学
校
と

地
元
企
業
の
想
い
が
一
緒
に
な
っ
た

塩
尻
商
工
会
議
所 

専
務
理
事 

篠
原
清
満 

さ
ん

中
小
企
業
相
談
所 

経
営
指
導
員 

新
連
携
リ
ー
ダ
ー 

谷
田
部
和
良 

さ
ん



す
ば
ら
し
い
ス
タ
ー
ト
だ
が 

も
っ
と
根
本
的
な
取
り
組
み
が
重
要

―
―
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
間
　
私
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
バ
リ
ュ
ー
と

い
う
会
社
を
立
ち
上
げ
、
40
年
以
上
に
わ

た
り
、
人
材
開
発
と
組
織
開
発
の
調
査
研

究
と
コ
ー
ス
・
ツ
ー
ル
開
発
・
研
修
・
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

学
校
教
育
に
は
詳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

今
日
は
企
業
の
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
お

話
し
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

マ
ニ
ッ
シ
ュ
　
私
は
、
米
・
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
な
ど
で
学
び
、
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー

ト
で
投
資
銀
行
家
と
し
て
働
き
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
に
も
勤
務
し
ま
し
た
。
28
歳
の
と

き
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
に
失
望
し
て
、
故

郷
の
イ
ン
ド
・
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
帰
り

ま
し
た
。
以
来
、
私
は
古
代
の
叡
智
に
基

づ
く
教
育
の
再
構
築
に
専
念
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
文
脈
で
革
新
的
な
学
び
の
場
を
創
造

し
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
ス
ワ
ラ
ー
ジ

大
学
」「
刑
務
所
大
学
」「
複
雑
性
大
学
」「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
大
学
」「
農
場
大
学
」
な
ど
で

す
。
特
に
、
不
登
校
や
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト

し
た
人
た
ち
と
の
協
働
が
大
好
き
で
す
。

―
―
私
た
ち
の「
探
究
型
教
育
＆
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ど
う
思
い
ま
す
か
？

マ
ニ
ッ
シ
ュ
　
す
ば
ら
し
い
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
厳
し
い
こ

と
を
言
え
ば
、
も
っ
と
根
本
的
な
取
り
組

み
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
す
。

　
世
界
の
急
速
な
変
化
を
踏
ま
え
る

と
、
既
存
の
学
校
や
教
科
書
で
学
ぶ

こ
と
に
大
き
な
意
味
を
感
じ
ま
せ
ん
。

必
要
が
な
い
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、

本
当
は
、
探
究
型
教
育
＆
人
材
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
よ
う
に
、
人
生
に
本

当
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
学
ぶ
こ
と
を
優
先

し
た
授
業
を
90
％
に
し
て
、
教
科
書
で
学

ぶ
時
間
を
10
％
に
す
る
く
ら
い
の「
教
育

の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
」が
必
要
で
す
。
マ
ハ
ト

マ
・
ガ
ン
ジ
ー
が
言
っ
た
よ
う
に
、
私
た

ち
は
頭
だ
け
で
な
く
、
手
や
心
を
使
っ
て

学
び
、
そ
し
て
家
庭
で
も
学
ば
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
意
見
で
す

が
、
あ
え
て
は
っ
き
り
と
申
し
上
げ
ま
す
。

企
業
の
皆
さ
ん
が
中
学
生
の
話
を 

聞
く
時
間
を
設
け
る
と
よ
い
の
で
は

高
間
　
私
は
い
ま
、「
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ

ー
グ
」
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
生
ま

れ
た
セ
ラ
ピ
ー
の
手
法
で
、
特
に
統
合
失

調
症
の
治
療
に
高
い
効
果
を
上
げ
て
き
ま

し
た
。
私
は
、
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

の
方
法
を
企
業
の
組
織
開
発
・
人
材
開
発

な
ど
に
応
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
き
っ
と
学
校
教
育
の
参
考

に
も
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
で
は
、
患
者

と
家
族
、
友
人
、
精
神
科
医
な
ど
の
関
係

者
が
一
堂
に
集
ま
り
、
チ
ー
ム
で
繰
り
返

し
対
話
を
重
ね
ま
す
。
そ
の
際
、
セ
ラ
ピ

ス
ト
が
診
断
し
た
り
、
解
釈
し
た
り
し
ま

せ
ん
。
対
等
の
立
場
で
い
く
つ
か
の
原
則

12

本
当
は
こ
う
い
う
授
業
を
90
％
に
す
る
く
ら
い
の

「
教
育
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
」が
必
要
だ

探
究
型
教
育
＆
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
し
て
日
本
の
教
育
は
ど
の
よ
う
な
方
向
に
向
か
っ
た
ら
よ
い
の
か
。

企
業
の
人
材
開
発
・
組
織
開
発
の
専
門
家
で
あ
る
高
間
邦
男
さ
ん
と
、

イ
ン
ド
で「
教
育
の
再
構
築
」を
試
み
る
マ
ニ
ッ
シ
ュ
・
ジ
ェ
イ
ン
さ
ん
に
、
J
R
C
研
究
員
の
三
田
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

探究型教育
＆

人材育成
プログラム
将来の可能性

株式会社ヒューマンバリュー会長。明治大学商学
部卒。産業能率大学総合研究所勤務後、1985年
現ヒューマンバリューを設立。2015年に代表取締
役を退任し、会長に就任した。40年以上にわたり、
人材開発と組織開発の調査研究とコース・ツール
開発・研修・コンサルティングに携わり、日本の人
材開発の質の向上に貢献すべく活動してきた。著
書に『日々の易経』港の人出版・2021年、『あなたの
中の「変える」チカラ』ダイヤモンド社・2010年、『組
織を変える「仕掛け」～正解なき時代のリーダーシ
ップとは～』光文社新書・2008年などがある。

インド・ラジャスタン州ウダイプールを拠点として、
多様な知識体系を再生し、文化的想像力を解放
し、意識を拡大するために、21世紀の新しいアンラ
ーニングのモデルを創造することに深くコミットし
ている。過去25年間、シクシャンターのチーフ・ビ
ーバー（生態系構築者）を務める。地域文化、地域
経済、地域エコロジーの再生に特化したインド初
の自主設計学習大学である「スワラージ大学」、刑
務所に収監されている人たちに深い学びの場を提
供する「刑務所大学」、世界が直面する複雑な課題
に取り組む方法を研究する「複雑性大学」など、革
新的な教育実験の共同創設者である。

マニッシュ・
ジェインさん

高間邦男さん



に
基
づ
い
て
、
対
話
し
続
け
る
こ
と
で
、

薬
も
入
院
も
せ
ず
に
症
状
が
改
善
す
る
の

で
す
。
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
方
法

を
基
に
し
た
対
話
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う

な
変
化
が
起
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
原

則
を
企
業
や
学
校
で
も
取
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
　

　オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
で
は
、「
多
声

性
」
を
大
事
に
し
ま
す
。
対
話
に
参
加
す

る
一
人
ひ
と
り
が
、
背
景
や
状
況
の
異
な

る
世
界
に
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
は

そ
の
人
に
と
っ
て
は
事
実
で
、
誰
が
正
し

い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
相
手
の
話
を
あ

り
の
ま
ま
受
け
止
め
て
聞
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
う
す
る
と
、
お
互
い
が
つ
な
が

っ
た「
よ
り
ど
こ
ろ
」
と
な
る
場
が
生
ま

れ
て
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
何
か
が
立
ち
上

が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　企
業
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
、

中
学
生
の
皆
さ
ん
が
地
元
企
業
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
す
る
の
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
地
元
企
業
の
皆
さ
ん
も
中
学
生

の
話
を
聞
く
時
間
を
設
け
る
と
、
場
所
が

立
ち
上
が
っ
て
共
創
が
起
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

人
生
の
最
良
の
先
生
は 

学
校
の「
外
」に
い
る

マ
ニ
ッ
シ
ュ

　高
間
さ
ん
の
意
見
に
賛
成

し
ま
す
。
私
の
姪
は
日
本
で
言
え
ば
高
校

卒
業
後
の
ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
で
大
き
く
成

長
し
ま
し
た
。
多
様
な
地
元
の
人
や
場
所

と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　イ
ン
ド
に
は
、
学
校
教
育
を
受
け
て
い

な
い
大
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、

彼
ら
は
植
物
・
野
生
動
物
・
農
業
・
工
芸

品
・
精
神
性
な
ど
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て

い
ま
す
。
職
業
ス
キ
ル
が
高
い
人
も
大
勢

い
ま
す
。
姪
は
こ
う
し
た
大
人
た
ち
と
知

り
合
っ
て
彼
ら
の
知
恵
の
奥
深
さ
を
知
り
、

地
元
の
歴
史
や
自
然
を
学
ん
で
世
界
を
広

げ
た
の
で
す
。

　姪
や
娘
を
見
て
も
、
私
自
身
を
振
り
返

っ
て
も
、
人
生
の
最
良
の
先
生
は
、
学
校

の「
外
」
に
い
る
と
感
じ
ま
す
。
地
域
の

大
人
と
出
会
い
、
現
実
で
生
き
る
た
め
の

ス
キ
ル
を
学
ぶ
機
会
が
大
切
で
す
。

地
域
の
人
た
ち
と
触
れ
合
い 

伝
統
や
日
常
を
学
ぶ
こ
と
が
大
切
だ

―
―
な
ぜ
学
校
の
外
を
知
る
こ
と
が
大
切

な
の
で
し
ょ
う
か
。

マ
ニ
ッ
シ
ュ

　学
校
の
学
び
だ
け
で
は
、

叡
智
や
創
造
性
、
精
神
性
に
つ
な
が
れ
な

い
か
ら
で
す
。
食
べ
も
の
や
地
元
の
祭
り
、

音
楽
や
踊
り
な
ど
を
通
し
て
日
常
の
神
聖

さ
を
学
ぶ
に
は
、
地
域
の
人
た
ち
と
触
れ

合
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
周
辺
を
歩
い
た

り
し
て
、
地
域
の
土
や
木
や
川
や
山
や
海

な
ど
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
大
切
で
す
。

　地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
癒
し
、
再
構
築

す
る
た
め
の「
古
代
の
神
聖
な
技
術
」
は
、

お
い
し
い
料
理
を
一
緒
に
作
っ
て
味
わ
う

こ
と
、
音
楽
や
ダ
ン
ス
を
と
も
に
楽
し
む

こ
と
、
沈
黙
と
呼
吸
、
一
緒
に
歩
く
こ
と
、

自
然
と
深
く
対
話
す
る
こ
と
の
5
つ
で
す
。

こ
れ
ら
の
技
術
が
、
私
た
ち
が
生
ま
れ
た

の
は
競
い
合
う
た
め
で
は
な
く
、
互
い
を

完
成
さ
せ
合
う
た
め
だ
と
思
い
出
さ
せ
て

く
れ
る
の
で
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
技

術
を
取
り
戻
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

高
間

　マ
ニ
ッ
シ
ュ
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、

西
田
幾
多
郎
の「
平
常
底
」
と
い
う
言
葉

を
思
い
出
し
ま
し
た
。「
平
常
底
」
は
も
と

も
と「
平
常
心
こ
れ
道
」
と
い
う
禅
の
言

葉
か
ら
き
て
い
ま
す
。
私
の
理
解
で
は
、

今
こ
こ
の
日
常
生
活
に
深
く
徹
底
し
て
、

自
己
の
垣
根
が
は
ず
れ
る
と
、
周
り
の
も

の
と
溶
け
合
っ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

底
で
つ
な
が
り
あ
っ
た
場
所
が
生
ま
れ
る

と
、
一
人
の
変
化
が
周
り
に
響
い
て
い
く
、

一
人
の
意
識
が
変
わ
る
と
そ
の
場
所
全
体

が
変
わ
る
。
そ
れ
が
マ
ニ
ッ
シ
ュ
さ
ん
の

い
う
新
し
い
学
習
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

担 当 研 究 員より考 察

じゃらんリサーチセンター
研究員

三田 愛
さんだ　あい

人材育成・組織開発を専門とし、集
合的ひらめきにより社会変容を起
こす「コ・クリエーション（共創）」
研究者。官公庁での各種委員を
歴任。米国CTI認定コーチ。

 「地域の担い手不足」は、どの地域でも課
題だろう。長野県の場合、大学進学者は
71.5％が県外に出て、Uターン就職率は
36.5％に過ぎない。約1/3しか長野に帰っ
てこない計算になる。少子化で子どもの全
体数が減っている今、このままでは地域の
将来が危うい。
　地元に戻る若者を増やすポイントは、子
どものうちに地域社会・経済への興味関心
を高めることだ。そのタイミングは高校で
は遅い。高校は管轄が基礎自治体ではな
く、生徒たちの意識も進学・就職に向くか
らだ。高校進学時に地元から離れるケース
も多い。中学卒業までに地域への興味関
心を高め、答えのない問いに向き合う探究
型プログラムが大切なのだ。
　このプログラムを受けると、地域の魅力
的な大人たちに出逢い、地域で働く実感を
持てるようになる。生徒たちは次のような
感想を述べた。「働くことは面倒くさいと思
っていたけど、事業者の努力に感謝の気持
ちが湧いた」「ぶどうが主産業と知っていた
けど、ふ〜んと思っていた。今は地域の魅
力と捉えるようになった」「地域の大人に憧
れるようになった」。強烈に印象に残ってい
るのは、ある生徒に塩尻への関心度の変
化を「１から10で表すと？」と聞いたら「最
初は0.01。それが100になりました！」と答
えてくれたことだ。ふだん家族と先生以外
の大人に接する機会が少ない子どもたち
は、地域の働く大人たちに出逢い、ともに
探究することで見方がガラリと変わるのだ。
　コ・クリエーションは「一人ひとりの変容」
を重視する。このプログラムでは、関わった
大人たちも各々変容している。例えば商工
会の方は、このプログラムが業務の一つか
ら「使命」に変わったと言い、学校・商工会・
地域の共創を楽しんでいる。新しいことは
一筋縄ではいかないが、みんなが本気でコ
ミットして変容しあうからこそ、ともに困難
を乗り越えながら未来を創っていける。
　今後は、市役所や教育委員会と連携をと
りながら、このプログラムを市内の他の学
校にも展開していきたいと思っている。他
地域への展開については、仕組み化も含め
て検討中だ。
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仕
事
一
辺
倒
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
が 

「
余
暇
」の
視
点
で
変
わ
る

　
そ
も
そ
も
小
中
高
等
学
校
に
お
け
る
キ

ャ
リ
ア
教
育
は
、
進
路
指
導
の
場
面
で
、

「
進
学
先
だ
け
で
な
く
そ
の
先
の
仕
事
に

つ
い
て
も
考
え
る
べ
き
だ
」
と
の
考
え
か

ら
始
ま
っ
た
経
緯
が
あ
り
、
そ
の
た
め
キ

ャ
リ
ア
教
育
＝
仕
事
に
つ
い
て
の
教
育
と

考
え
ら
れ
が
ち
だ
。
し
か
し
、
教
育
工
学

を
研
究
す
る
塩
田
真
吾
さ
ん
は「
そ
れ
で

は
足
り
な
い
」
と
指
摘
す
る
。
 

「
ラ
イ
フ
・
キ
ャ
リ
ア
の
充
実
に
は
仕
事

だ
け
で
な
く
、
余
暇
の
充
実
も
含
ま
れ
る

は
ず
。
と
く
に
最
近
で
は
、
Ｉ
Ｔ
に
よ
る

効
率
化
で
生
ま
れ
た
時
間
を
ど
う
使
う
か

と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
」

　
実
際
、
若
者
が
空
い
た
時
間
を
何
に
使

う
か
を
問
う
と
、
ス
マ
ホ
の
ゲ
ー
ム
な
ど
、

「
ヒ
マ
を
つ
ぶ
す
」
に
類
す
る
回
答
が
多

く
、
実
は
余
暇
が
貧
弱
で
あ
る
こ
と
に
気

付
か
さ
れ
る
そ
う
だ
。

 

「
若
者
の
興
味
や
関
心
の
幅
は
広
が
り
ま

し
た
が
、
好
き
な
こ
と
が
分
散
し
て
い
て
、

本
当
に
や
り
た
い
こ
と
は
案
外
見
つ
か
っ

て
い
な
い
。
で
す
が
、
人
生
を
充
実
さ
せ

る
に
は
余
暇
の
充
実
も
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は『
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ

け
る
』力
も
必
要
な
の
で
す
」

　
こ
う
し
た
力
を
つ
け
る
方
法
と
し
て
塩

田
さ
ん
が
考
案
し
た
の
が
、「
好
き
」
と
感

じ
て
い
る
こ
と
を
深
掘
り
し
、
広
げ
る
と

い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
。
そ
の
題
材
と
し
て
旅

に
注
目
し
た
こ
と
が
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
と
の
共
同

研
究
、「
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
余
暇
の
過
ご

し
方
の
視
点
を
取
り
込
ん
だ
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
開
発
」
に
つ
な
が
っ
た
。

　
完
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
生
徒
が

自
分
の
好
き
な
こ
と
を
い
く
つ
か
の
要
素

に
分
解
し
、
そ
の
要
素
を
も
と
に「
好
き

な
旅
」
を
探
す
ワ
ー
ク
を
行
う
。
作
業
の

過
程
で「
好
き
」の
意
味
が
広
が
り
、自
ら

も
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た「
し
て
み
た
い

旅
」
が
わ
か
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
。

　
研
究
を
通
し
て
塩
田
さ
ん
が
感
じ
た
の

は
、
余
暇
開
発
の
題
材
と
し
て
旅
が
非
常

に
優
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

 

「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
反
動
も
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
若
者
は
み
な
と
て
も
旅

が
好
き
で
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
語
り
合
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
旅
は
全
体
と
し

て
や
る
こ
と
が
多
く
、
要
素
分
解
も
し
や

す
い
。
さ
ま
ざ
ま
な『
好
き
』の
要
素
が
含

ま
れ
て
い
て
、自
分
の『
好
き
』を
見
つ
け

る
の
に
好
都
合
な
の
で
す
」

　
さ
ら
に
塩
田
さ
ん
は
、「
旅
は
、
大
人
に

な
る
に
あ
た
っ
て
身
に
つ
け
る
べ
き
力
を

鍛
え
て
く
れ
る
」
と
も
感
じ
て
い
る
。
た

静岡大学
共同研究

「キャリア教育に
余暇の過ごし方の視点を

取り込んだ
教育プログラム開発」他

旅は人生の「必修科目」？

旅旅と教育教育
今、改めて注目される「旅の学び効果」を若年層の需要喚起にどう活かすか？
静岡大学とじゃらんリサーチセンター（JRC）の共同研究を軸に、
教育界の変化と、学びを意識した旅行業界の動向を紹介する。

静岡大学教育学部
准教授
塩田真吾さん
早稲田大学大学院博士課程修了、博士
（学術）。専門は教育工学、情報教育、
授業デザイン。「社会とつながる授業」
をテーマに、さまざまな企業と連携し
ながら効率的な授業デザインについて
研究している。

現
代
の
教
育
課
題
に
お
い
て

旅
の
果
た
す
役
割
が
注
目
さ
れ
て
い
る

今
、
な
ぜ「
旅
と
教
育
」な
の
か
。

学
校
教
育
、
生
涯
教
育
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
起
こ
っ
て
い
る
変
化
と
、

旅
が
持
つ
教
育
面
で
の
可
能
性
に
つ
い
て
専
門
家
に
聞
い
て
み
た
。

旅 を 学 ぶ



と
え
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
画
し
、
そ

の
一
員
と
な
っ
て
い
く
力
を
つ
け
る
こ
と
。

「
旅
の
計
画
段
階
で
求
め
ら
れ
る
オ
ー
ガ

ナ
イ
ズ
力
や
、
行
き
先
で
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
入
っ
て
い
く
力
を
、
多
く
の
人

と
関
わ
り
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の

は
旅
な
ら
で
は
で
し
ょ
う
」

　
実
際
、
開
発
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
旅
を

学
ん
だ
生
徒
た
ち
の
間
で
は
、
旅
へ
の
関

心
が
高
ま
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

詳
細
は
Ｐ
16
〜
の
パ
ー
ト
で
紹
介
し
た
い
。

現
代
人
が
経
験
す
る
べ
き 

『
越
境
学
習
』の
手
段
と
し
て

 

「
旅
と
教
育
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
注
目
し

た
い
も
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が「
越
境

学
習
」
だ
。
こ
の
分
野
の
第
一
人
者
で
あ

る
石
山
恒
貴
さ
ん
は
、
こ
の
語
を
、「
自
分

に
と
っ
て
の
ホ
ー
ム
と
ア
ウ
ェ
イ
を
行
き

来
す
る
こ
と
に
よ
る
学
び
」
と
定
義
。
近

年
は
、
経
済
産
業
省
が
企
業
人
材
を
社
会

課
題
の
現
場
へ
派
遣
す
る
実
証
事
業
を
行

う
な
ど
、
主
に
企
業
人
材
育
成
の
分
野
で

注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
の
分
野
で
越
境
学
習
が
注
目

さ
れ
る
理
由
を
、
石
山
さ
ん
は
こ
う
語
る
。

 

「
戦
後
の
日
本
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
で
は
、

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
と
い

っ
た
区
別
が
消
失
し
て『
平
等
』
に
な
っ

た
代
わ
り
に
、
正
社
員
は
私
生
活
を
犠
牲

に
し
て
働
く
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
こ
う
し
た
日
本
的
な
シ
ス
テ

ム
は
同
質
的
す
ぎ
て
世
界
で
の
競
争
力
に

課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
既
存
の
組

織
の
常
識
を
打
ち
破
る
手
段
と
し
て
越
境

学
習
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
す
」

　
た
と
え
ば
企
業
人
が
ホ
ー
ム
で
あ
る
会

社
を
離
れ
、
地
域
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
働
く
こ
と

は
、
組
織
内
で
の
上
下
関
係
や「
弱
み
を

見
せ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
っ
た
強
固
な

観
念
の
ア
ン
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
可
能
に
す
る
。

ま
た
、
社
会
課
題
を
解
決
す
る
活
動
は

「
何
を
し
よ
う
か
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
る
な
ど
抽
象
度
が
高
く
、
こ
の
こ
と
が

「
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
」
と
い
う
21
世
紀
的

な
ス
キ
ル
の
獲
得
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
。

 

「
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
と
は
、
オ
ー
ナ
ー
シ

ッ
プ（
主
体
性
）
か
ら
一
歩
進
ん

で
、
社
会
や
他
者
に
影
響
を
与
え

ら
れ
る
主
体
性
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
目
指

す
社
会
で
は
一
人
ひ
と
り
の
貢
献

が
不
可
欠
で
す
が
、
そ
の
た
め
に

必
要
な
能
力
と
し
て
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の

教
育
目
標
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」

　
こ
う
し
た
学
習
は
社
会
人
に
限

ら
ず「
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
ま
で

全
員
に
必
要
な
も
の
」
と
石
山
さ

ん
。
そ
し
て
、
旅
は「
越
境
学
習
そ
の
も

の
」
と
語
る
。

 

「
ま
ず
旅
は
す
べ
て
が
非
日
常（
ア
ウ
ェ

イ
）
で
す
。
さ
ら
に
越
境
学
習
で
は
、
普

段
と
違
う
環
境
で
覚
え
た
違
和
感
を
観
察

し『
振
り
返
る
』
こ
と
で
固
定
観
念
が
打

破
さ
れ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
を
旅
の
よ
う

に
感
受
性
の
高
ま
っ
て
い
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
行
う
と
よ
り
効
果
的
な
の
で
す
」

　
こ
う
し
た
効
果
は
、
必
ず
し
も
遠
方
に

旅
を
し
な
く
て
も
得
ら
れ
る
。
自
分
が
非

日
常
だ
と
思
え
れ
ば
、
身
近
な
場
所
で
も

旅
に
な
り
得
る
の
だ
。

 

「
た
だ
し
、
あ
ま
り
目
的
を
定
め
ず
に
行

く『
冒
険
』
で
あ
る
こ
と
が
重
要
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。昔
か
ら『
冒
険
』に
価
値
が
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
す
よ
ね
」

　
記
事
の
後
半
で
は
、
こ
う
し
た
旅
の
越

境
学
習
効
果
に
関
わ
る
動
向
に
つ
い
て
も

紹
介
し
て
い
き
た
い
。

法政大学大学院政策創造研究科
教授
石山恒貴さん
一橋大学社会学部卒業、産業能率大
学大学院修士課程修了、法政大学大
学院博士課程修了、博士（政策学）。
NEC、GE、米系ライフサイエンス会社
を経て現職。専門は越境的学習、キャ
リア開発、人的資源管理など。

教育課題が
旅ニーズにつながるとしたら？

P16

P20「旅で学ぶ」
非日常な環境でしか
学べないことを学ぶための
旅ニーズの可能性

余暇の幅を広げ、豊かな
ライフキャリアを築くための
旅ニーズの可能性

「旅を学ぶ」
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□
研
究
の
狙
い 

余
暇
教
育
の
手
法
開
発
で 

若
年
層
旅
の
ニ
ー
ズ
増
に
期
待

　
塩
田
さ
ん
の「
余
暇
教
育
」研
究
の
出

発
点
と
な
っ
た
の
は
、
子
ど
も
た
ち
の

「
ス
マ
ホ
使
い
す
ぎ
」問
題
。「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

ゲ
ー
ム
を
使
い
す
ぎ
る
の
は
、
そ
れ
以
外

の
選
択
肢
が
充
実
し
て
い
な
い
か
ら
で
は

な
い
か
？
」
と
の
発
想
か
ら
、
余
暇
の
選

択
肢
を
広
げ
る
必
要
性
に
目
を
向
け
る

こ
と
と
な
っ
た
。
同
時
に
キ
ャ
リ
ア
教

育
と
い
う
観
点
か
ら
も「
余
暇
」
に
注

目
。
若
年
層
の
間
で「
趣
味
を
楽
し
む

た
め
に
仕
事
を
す
る
」
と
い
う
価
値
観

が
現
れ
て
い
る
な
か
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
な
仕
事
中
心
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は

な
く
、「
人
生
を
楽
し
む
」
た
め
、
余
暇

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
ま
で
含
め
た
キ
ャ

リ
ア
教
育
が
必
要
だ
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
一
方
旅
行
市
場
で
は
、
人
口
減
少
と

人
々
の
余
暇
の
過
ご
し
方
の
多
様
化
に
よ

り
、
国
内
旅
行
実
施
率
が
減
少
傾
向
で
あ

る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
中
で
も
、

次
世
代
の
旅
行
者
と
な
る
若
年
層
の
活
性

化
は
、
今
後
の
国
内
旅
行
市
場
の
た
め
に

も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
学
校
で
余
暇
教
育
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
若
年
層
の
旅
へ
の
関
心
が
高
ま

る
可
能
性
は
高
く
な
る
。
Ｊ
Ｒ
Ｃ
で
は
こ

う
し
た
期
待
感
か
ら
、
今
回
の
共
同
研
究

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

□
研
究
の
内
容 

教
材
作
成
→
授
業
の
実
施
で 

生
徒
の
意
識
の
変
化
を
見
る

 「
旅
行
」
を
テ
ー
マ
に
、
生
徒
た
ち
が「
余

暇
」
に
対
す
る
視
点
を
広
げ
る
た
め
の
キ

ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム（
教
材
）
を
作

成
。
こ
の
教
材
を
使
用
し
て
、
高
校
生
を

対
象
に
実
証
授
業
を
行
い
、
手
法
の
確
立

を
目
指
す
。
実
証
授
業
は
静
岡
県
内
の
市

立
、
私
立
の
２
校
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
授

業
と
し
て
実
施
。
実
施
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
っ
て
意
識
の
変
化
を
見
た
。

教
材
作
成

Ｓ
Ｎ
Ｓ
風
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
で 

好
き
を
要
素
に
分
解
す
る
仕
掛
け

　
余
暇
の
教
育
は
こ
れ
ま
で
に
も
、
生
涯

学
習
や
特
別
支
援
の
領
域
で
行
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
個
別
の
好
き
嫌

い
に
終
止
し
て
し
ま
い
、「
本
当
に
し
た

い
余
暇
活
動
」
を
見
つ
け
出
す
に
は
至
ら

な
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
表
層
的
な
好
き
嫌
い

で
は
な
く
、
よ
り
深
い
ニ
ー
ズ
を
も
と
に

「
し
て
み
た
い
旅
行
」
を
探
り
当
て
る
方

法
を
検
討
。
具
体
的
に
は
、「
行
動
」「
状

況
」「
感
情
」
の
３
つ
の
視
点
で
、
ど
の
よ

う
に「
好
き
」な
の
か
、
よ
り
細
か
い
要
素

に
分
解
す
る
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
る
こ
と

と
し
た
。

　
好
き
を
要
素
に
分
解
す
る
た
め
に
利
用

す
る
の
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ハ

ッ
シ
ュ
タ
グ（
＃
）。「
行
動
」「
状
況
」「
感

情
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
10
の
ハ
ッ
シ

ュ
タ
グ
が
用
意
さ
れ
て
い
て
、
学
習
者
は
、

こ
れ
を
使
っ
て
自
分
の「
好
き
」
の「
要

素
」
が
何
な
の
か
を
知
り
、
そ
れ
を
手
が

か
り
に
、「
し
て
み
た
い
旅
行
」
の
幅
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
と
い
う
、
高
校
生
に
と
っ

て
使
い
慣
れ
た
方
法
で
あ
る
こ
と
も
ポ
イ

ン
ト
だ
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
部
と
し
て
の
余
暇
学
習
は

若
年
層
の
旅
の
ニ
ー
ズ
を
ど
う
広
げ
る
か
？

静
岡
大
学
共
同
研
究

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
余
暇
の
過
ご
し
方
の
視
点
を
取
り
込
ん
だ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
」

余
暇
教
育
の
重
要
性
を
説
く
静
岡
大
学
准
教
授
塩
田
真
吾
さ
ん
の
研
究
室
と
Ｊ
Ｒ
Ｃ
が
開
発
し
た

「
好
き
な
旅
」の
幅
を
広
げ
る
教
材
と
、
こ
れ
を
活
か
し
た
研
究
の
プ
ロ
セ
ス
を
ご
紹
介
す
る
。

静岡大学教育学部 塩田真吾研究室の研究紹介ページ
https://shiotashingo.main.jp/?p=1369

旅 を 学 ぶ
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授
業
の
実
施〈
１
〉	

「
好
き
」を
分
解
す
る

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
選
ぶ
こ
と
で	

「
好
き
」の
要
素
が
見
え
る

　
授
業
の
前
半
は
、
上
記
の
①
〜
③
の
よ

う
に
進
め
る
。
カ
ギ
と
な
る
の
は
、
自
分

で
書
き
出
し
た「
好
き
な
こ
と
」
に
ハ
ッ

シ
ュ
タ
グ
を
付
け
る
作
業
だ
。
リ
ス
ト
か

ら
選
ん
だ
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
に
は
、
学
習
者

自
身
が
重
視
す
る「
好
き
の
要
素
」
が
表

れ
る
。
た
と
え
ば
、
同
じ「
サ
ッ
カ
ー
が

好
き
」
で
も
、「
サ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て『
話

す
』
こ
と
が
好
き
」
な
の
と
、「『
わ
く
わ

く
』
す
る
か
ら
好
き
」
な
の
と
で
は
好
き

の「
要
素
」が
異
な
る
と
い
う
わ
け
だ
。３

つ
の「
好
き
な
こ
と
」
に
そ
れ
ぞ
れ
３
つ

の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
付
け
る
た
め
、
最
大

で
９
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
＝
好
き
の
要
素
が

抽
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

学習者は、ワークシートにある10種類
の旅行から行ってみたい旅行を2つ選
び、行きたい理由と共にグループで共
有する。旅行の種類については、JRC
が宿泊旅行に関する調査で使用して
いる分類をもとに作成した。

❶「好きな旅行」を2つ選ぶ

キャリアにおける余暇の重要性について耳を傾ける
富士市立高等学校のみなさん。授業後には「余暇も
充実させていきたい」という声も上がった

	１人で行く旅行	キャンプ・海などの
	 アウトドア旅行

	温泉や旅館・
	 ホテルを楽しむ旅行

	スポーツ・体験を
	 する旅行

	買い物をする旅行 	音楽・芸術・文化
	 イベントに行く旅行

	美味しいものを
	 食べる旅行

	家族で行く旅行 	友達と行く旅行 	観光名所で
	 街歩きをする旅行

ボックスに記入した「好きなこと」について、「行動」「状況」
「感情」のそれぞれに用意されたのハッシュタグリストから関
連するものを一つずつを選ぶ。同じ「サッカー」でも、人によ
って選ぶハッシュタグには違いが出る。

❸書き出した「好きなこと」に
　ハッシュタグをつける

行動 状況 感情
# 選ぶ # 自由に # のんびり

# 体を動かす # 友達と # ドキドキ
# 見る／観る # 家族 # わくわく

# 聞く # 自然 # しんみり
# 考える # 都会 # かわいい
# 触れる # スポーツ # おしゃれ
# 食べる # 話題性 # きれい
# 休む # 好きな人と # すっきり

# つくる # 地域 # おどろき
# 話す # にぎやか # ふしぎ

例

# 見る行動

# 友達と状況

# ドキドキ感情

サッカーを見る
例

# 体を動かす行動

# スポーツ状況

# わくわく感情

サッカーをする
例

# 話す行動

# にぎやか状況

# すっきり感情

サッカーを語る

「好き」

「好き」の要素

#行動

#状況

#感情

自分の好きなことを自由に、できるだ
け多く書き出す。このとき書く内容は
「ゲーム」「アニメ」「サッカー」「寝る」な
どどんなことでもよい。さらにその中か
らとくに好きなこと3つを選んで所定
のボックス（右下）に記入する。

❷「好きなこと」を
　自由に書き出し
　とくに好きな3つを選ぶ
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授
業
の
実
施〈
２
〉 

「
好
き
」を
広
げ
る

「
好
き
」の
要
素
を
手
が
か
り
に 

新
た
な「
好
き
」を
見
つ
け
る

　自
分
の「
好
き
」
の
要
素
が
分
か
れ
ば
、

そ
の
要
素
を
手
が
か
り
に
新
た
な「
好

き
」
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ

で
こ
の
段
階
で
は
、
❸
で
選
ん
だ
ハ
ッ
シ

ュ
タ
グ
を
使
っ
て「
好
き
な
旅
行
」
を
探

す
ワ
ー
ク
を
実
施
。
具
体
的
な
手
順
は
上

の
❹
〜
❻
の
通
り
だ
が
、
こ
の
作
業
を
通

じ
て
、
❶
で
選
ん
だ
も
の
と
は
別
の「
好

き
な
旅
行
」
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
」「
温
泉
旅
行
が
好

き
」
と
い
う
だ
け
で
は
、
他
に
ど
の
よ
う

な
活
動
を「
好
き
」
と
思
え
る
か
は
分
か

ら
な
い
が
、
要
素
を
捉
え
る
こ
と
で「
好

き
」
と
い
え
る
新
た
な
活
動
が
見
つ
か
る

こ
と
が
分
か
る
。

表には❶と同じ10種類の旅行に、関連するハッシュタグが割り振られている。
❸で選んだハッシュタグを探して◯をつけていくと、好きの要素が多い旅行では◯の数が多く、少ない旅行では◯の数が少なくなる。

❹下の表を使い、❸で選んだハッシュタグに◯をつける

私立浜松聖星高等学校での授業の様子。どんなハ
ッシュタグを使ったかを共有するグループワークを通
じ、自分の「好き」を確認する

❹で◯が多くついた旅行は、自分にとって好
きの要素が多い旅。今回の例では、❶では選
ばなかった旅行が実は自分にとって「好き」な
旅行である可能性が示されたことになる。授
業では、グループで両者の違いを話し合う。

❺❶で選んだ旅行と
　◯が多くついた旅行を比べる 最初に選んだ旅行 ◯が多くついた旅行

ハッシュタグを選ぶことで、「サッカーが好き」
「ゲームが好き」といった表層的な「好き」では
なく、深層にあるニーズを捉えることができ、
ニーズから考えることで「好き」の幅を広げや
すくなることを確認する。

❻自分の「好き」を表す
　ハッシュタグを確認する

2 コ

2 コ

2 コ

3 コ

2 コ

2 コ

4 コ

4 コ

3 コ

3 コ

1 コ

2 コ

3 コ
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図１ 「好き」の広げ方イメージ

□
結
果 

余
暇
へ
の
意
識
、
旅
行
意
欲
が
高
ま
り 

活
動
の
選
択
肢
が
広
が
っ
た

　
本
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は「
余
暇

を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は『
好
き
』
の
要
素

に
注
目
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
」
と
い

う
こ
と
だ
。「
サ
ッ
カ
ー
を
見
る
の
が
好

き
」
と
い
う
人
が
、「
サ
ッ
カ
ー
を
見
る
の

に
似
た
活
動
」
と
し
て
好
き
な
こ
と
の
幅

を
広
げ
る
の
は
難
し
い
が
、「
サ
ッ
カ
ー

を
見
る
」
を「
＃
見
る
」「
＃
友
達
と
」「
＃

ド
キ
ド
キ
」
と
い
っ
た
要
素
に
分
解
す
る

と
、
同
じ
要
素
を
持
つ
別
の
活
動
へ
と
広

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
図
１
の
よ
う
に
、「
サ
ッ
カ
ー
を
見
る

の
が
好
き
」
で「
温
泉
旅
行
が
好
き
」
な
場

合
、「
＃
友
達
と
」
と
い
う
要
素
が
重
な
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
同
じ「
＃
友
達
と
」を
要

素
に
持
つ
別
の
旅
、
た
と
え
ば「
キ
ャ
ン

プ
・
海
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
旅
行
」「
ス
ポ

ー
ツ
・
体
験
を
す
る
旅
行
」
な
ど
、
今
ま

で
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
種
類
の
旅
に
つ

い
て
も
楽
し
め
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
。

　
研
究
で
は
、
授
業
終
了
後
に
生
徒
た
ち

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
そ
の
結
果
、「
旅

行
に
行
き
た
い
思
う
」
と
い
う
設
問
に
対

し
て
は
、
授
業
前
は
平
均
４
・
１
６
点
だ

っ
た
の
に
対
し
、
授
業
後
は
４
・
５
５
点

と
な
り
、
授
業
を
受
け
た
こ
と
で
旅
行
意

向
が
増
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。「
や
っ
て

み
た
い
こ
と
と
し
て
旅
行
の
優
先
順
位
は

高
い
」
と
い
う
設
問
に
つ
い
て
も
、
授
業

前
は
平
均
３
・
６
０
点
だ
っ
た
も
の
が
、

授
業
後
は
４
・
５
０
点
に
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、「
将
来
は
仕
事
以
外
の
時
間
を
充

実
さ
せ
た
い
と
思
う
」
と
い
う
設
問
に
対

し
て
も
、
授
業
前
は
平
均
４
・
６
８
点
だ

っ
た
も
の
が
、
授
業
後
は
４
・
７
５
点
と

な
っ
た（
図
２
）。

　
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
は
、
授
業
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
キ
ャ
リ
ア
に
お
け
る
余
暇

の
大
切
さ
へ
の
意
識
、
旅
行
へ
の
意
欲
と

も
に
高
ま
り
、
余
暇
活
動
の
選
択
肢
が
広

が
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　
な
お
本
研
究
で
開
発
し
た
教
材
に
つ
い

て
は
、
Ｐ
16
で
紹
介
し
た
静
岡
大
学
教
育

学
部 

塩
田
真
吾
研
究
室
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
よ
り
、
指
導
者
用
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と

と
も
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

じゃらんリサーチセンター
主席研究員

森戸香奈子
もりとかなこ

調査、観光マーケティングを専門とする。「とー
りまかし」デスク。「じゃらん宿泊旅行調査」、持
続可能な観光地研究「三方よしの観光地経営」
などを担当。

本研究はマーケティングでいう、いわゆる需要とニーズ
の構造に倣っている。ドリルを買う人はドリルが欲しい
のではなく、穴を開けたいという話だ。旅の表現にはそ
の背景に達成したい思いがある。若いころは無意識に
選択し、それが自分の世界を構築するすべてと考えがち
で、固執することで自我を確立していくわけだが、その
視野を広げてあげるのは大人の仕事かもしれない。そし
て旅行の多様性こそがその視野を広げ、誘うことを可
能にする。彼らのニーズは捉えつつ、私たち自身も柔軟
な視点で、旅のトビラを常に開けておきたいものだ。

旅の持つ複合的な多様性が
若者の視野を広げる

担当研究員より

□「自分が思っている好みとはまったく別の結果で驚き
ました。結果を見ると、確かに自分の行きたい旅行
の種類だったと思いました」（高校生）

□「好きなことから自分に合っている旅行が見つけ出せ
て楽しかった。あまり旅行に行くことがないので、こ
れからたくさん行きたいと思った」（高校生）

□「将来仕事以外の余暇も充実させるようにしたいで
す」（高校生）

□「好きなことをハッシュタグで行った時、自分で秘め
ていた、やりたいと考えていたことが出てきたため、
新しい価値観が生まれるなと感じました」（大学生）

□「分解して考えてみたら、自分はこんな余暇があって
いるのかも？といったことが見つかった」 （大学生）

□「1人行動が好きだと思っていましたが、案外友達と行
く旅行やキャンプなどのアウトドアも向いているとい
うことが分かりました」 （大学生）

授業後の生徒の感想

※「大学生」とあるものは、高校での授業実施前に静岡大学の学生が体
験した結果

図２　授業前後での旅行意欲の変化（n=58）

旅行に
行きたいと思う

各設問に対し、「とてもそう思う」を5、「まったくそう思わない」を1とした5
段階で回答

やってみたいことと
して旅行の
優先順位は高い

将来は仕事以外の
時間を充実
させたいと思う

0 1 2 3 4（点）

4.55
4.16

4.50
3.60

4.75
4.68

事後
事前

サッカーを
見る

＃見る

＃友達と
＃休む
＃のんびり＃ドキドキ

温泉旅行

＃見る

＃友達と

＃ドキドキ

新しい余暇サッカーを
見る

……
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旅
だ
か
ら
で
き
る
他
者
と
の
対
話 

「
他
の
地
域
に
も
」の
動
機
づ
け
に
も

　
さ
と
の
ば
大
学
は
、
数
ヶ
月
〜
１
年
単

位
で
地
域
に
滞
在
し
、
地
域
の
課
題
に
取

り
組
み
な
が
ら
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

す
る
市
民
大
学
。
ラ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ャ
ー
ニ

ー
は
そ
の
体
験
入
学
版
に
あ
た
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
２
０
２
３
年
夏
は
全
国
11
地
域

で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
の
メ
イ
ン
は
高

校
生
で
、
大
学
生
も
含
め
た
学
生
が
ほ
と

ん
ど
。
１
地
域
あ
た
り
５
〜
６
名
が
参
加

し
、
２
泊
３
日
の
滞
在
中
に
さ
ま
ざ
ま
な

ス
ポ
ッ
ト
を
回
り
な
が
ら
地
域
の
人
と
交

流
し
て
過
ご
す
。
参
加
者
は
オ
ン
ラ
イ
ン

の
事
前
学
習
を
経
て
参
加
者
同
士
や
滞
在

先
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
関
係
を
深

め
た
上
で
現
地
に
入
り
、
帰
宅
後
に
は
事

後
学
習
と
し
て
感
じ
た
こ
と
の
振
り
返
り
、

他
地
域
の
参
加
者
と
も
活
動
の
報
告
を
し

合
っ
て
終
了
と
な
る
。
現
地
で
取
り
組
む

内
容
は
い
わ
ゆ
る
探
究
学
習
に
近
い
が
、

旅
の
高
揚
感
か
ら
か
参
加
者
の
学
習
意
欲

は
高
い
と
い
う
。

　
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
感
想
に
は

「
自
分
の
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
と
い
う
言

葉
が
よ
く
上
が
る
。
と
り
わ
け
、
地
域
で

活
躍
す
る「
カ
ッ
コ
い
い
大
人
」
と
出
会

う
こ
と
で
人
生
の
選
択
肢
が
広
が
り
、

「
自
分
も
好
き
な
こ
と
を
好
き
と
言
っ
て

い
い
」気
持
ち
に
な
れ
る
ら
し
い
。
参
加

者
同
士
、
年
齢
や
居
住
地
も
ま
ち
ま
ち
で
、

普
段
顔
を
合
わ
せ
る
相
手
で
な
い
か
ら
こ

そ「
普
段
は
言
え
な
い
こ
と
を
口
に
出
せ

た
」
と
い
う
参
加
者
も
多
い
。

　
参
加
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
30
人
中
29
人

が「
と
て
も
満
足
」と
回
答
。さ
ら
に「（
同

地
域
に
）
ま
た
行
き
た
い
」
と
い
う
だ
け

で
な
く「
他
地
域
に
も
行
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
声
も
多
い
。
旅
が
異
文
化
体
験
の

ツ
ー
ル
と
な
り
、
そ
の
こ
と
で
新
た
な
好

奇
心
が
広
が
る
好
例
と
い
え
そ
う
だ
。

「
平
日
学
校
を
休
ん
で
活
動
」を 

公
立
学
校
と
し
て
認
め
る
方
向
へ

　
愛
知
県
は
今
年
３
月
、
県
の「
休
み
方
改

革
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て「
ラ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン※
の
日
」
の
制
定
を
発
表
。
子
ど

も
と
家
族
が
一
緒
に
活
動
で
き
る
時
間
を
増

や
す
こ
と
を
狙
い
と
し
て
、
事
前
に
届
け
出

を
す
れ
ば
、
登
校
し
な
く
て
も
欠
席
扱
い
と

な
ら
な
い
日（
年
３
日
）
を
設
け
る
こ
と
と

し
た
。
県
内
の
市
町
村
立
学
校
で
の
導
入
に

つ
い
て
は
各
自
治
体
が
判
断
す
る
。

 

「
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
日
」
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
に
は
、
活
動
例
と
し
て「
地
域
の
史
跡
を

巡
る
」「
公
園
の
植
物
を
調
べ
る
」
な
ど
の
テ

ー
マ
が
並
ぶ
が
、
も
ち
ろ
ん
旅
行
も
そ
の
一

つ
だ
。
前
提
と
な
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
活
動

も「
学
習
」と
し
て
認
め
る
考
え
方
。
そ
の
た

め
に
も「
何
を
学
ぶ
の
か
は
家
族
で
考
え
て

ほ
し
い
」と
す
る
。旅
行
で
あ
れ
ば「
文
化
の

違
い
を
見
つ
け
る
」「
気
候
の
違
い
を
感
じ

る
」
と
い
っ
た
こ
と
で
も
よ
く
、
県
と
し
て

は
そ
う
し
た
話
し
合
い
自
体
も
学
び
に
な
る

と
捉
え
て
い
る
。

　
同
様
の
制
度
は
そ
の
後
、
全
国
の
他
の
自

治
体
か
ら
も
発
表
さ
れ
始
め
て
い
る
。
こ
う

し
た
制
度
が
広
が
れ
ば
、
教
育
を
意
識
し
た

旅
の
ニ
ー
ズ
の
拡
大
に
も
つ
な
が
り
そ
う
だ
。

愛
知
県
の

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度

「
越
境
学
習
」的
旅
の
教
育
効
果
が

若
年
層
を
再
び
旅
に
向
か
わ
せ
る

旅
と
教
育
を
巡
る
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

旅
に
は
実
際
に
ど
ん
な
学
び
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
、

若
年
層
の
旅
に
関
連
す
る
話
題
を
取
り
上
げ
、
具
体
的
な
手
応
え
や
考
え
を
聞
い
た
。

『
さ
と
の
ば
大
学
』の

ラ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ャ
ー
ニ
ー

都市部だけでなく地域からの参加者も。異なる環
境に身を置くだけでなく「普段身の回りにいない人」
と接する意義も大きい

地域でのプロジェクト学習
を軸とした市民大学。学生は
実際に地域に住み、オンラ
インで理論のインプットを受
けながら、現地の社会課題
の解決などを実践しながら
学ぶ。現在全国10の地域が
実践の場として協力してい
る。

『さとのば大学』とは

※「ラーニング（learning）」（学習）と「バケーション（vacation）」（休暇）を組み合わせた造語

旅 で 学 ぶ

20



地
域
内
外
の
子
ど
も
の
心
を
育
む 

「
お
も
て
な
し
を
し
な
い
旅
」

　
長
野
県
飯
田
市
に
あ
る
南
信
州
観
光
公

社
は
、
２
０
０
１
年
の
設
立
以
来
20
年
以

上
、
農
家
民
泊
を
始
め
と
し
た
体
験
型
教

育
旅
行
に
特
化
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
。

　
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
宿
泊
を
受
け
容
れ
て

く
れ
る
も
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
3
0
0
軒

を
確
保
。
そ
の
後
落
ち
込
み
も
あ
っ
た
が
、

現
在
で
は
中
学
校
を
中
心
に
年
に
12
〜
13

校
の
修
学
旅
行
を
受
け
入
れ
る
。
農
家
に

と
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち
と
交
流
す
る
機

会
と
し
て
、
ま
た
収
穫
期
ま
で
の
臨
時
収

入
源
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
た
。

　
受
け
入
れ
に
際
し
、
農
家
に

依
頼
し
て
い
る
の
は
、「
お
も

て
な
し
を
し
な
い
」
と
い
う
こ

と
だ
。
農
家
か
ら
子
ど
も
た
ち

に
何
か「
し
て
あ
げ
る
」
こ
と

は
せ
ず
、
普
段
通
り
の
生
活
の

ま
ま
迎
え
て
も
ら
う
の
が
鉄
則
。
こ
う
し

た
考
え
方
を
手
引
書
と
し
て
ま
と
め
、
受

け
入
れ
先
と
学
校
の
双
方
に
共
有
し
、
生

徒
た
ち
に
も
事
前
に
伝
え
て
理
解
を
求
め

る
。
こ
の
ス
タ
イ
ル
の
徹
底
で
、
子
ど
も

た
ち
は「
自
分
で
考
え
て
行
動
す
る
」経

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
、「
旅
は
一
方
的

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
で
は
な
く
、

迎
え
る
側
と
訪
ね
る
側
が
交
流
し
、
高
め

合
う
も
の
」
と
い
う
価
値
観
も
自
然
に
身

に
つ
け
て
い
く
。

　
最
初
は
素
直
に
な
れ
な
い
生
徒
も
い
る

と
い
う
が
、「
体
験
を
終
え
る
頃
に
は
違

う
顔
に
な
っ
て
い
る
」
と
学
校
か
ら
の
評

価
は
高
く
、
世
話
に
な
っ
た
農
家
と
手
紙

の
や
り
取
り
を
続
け
た
り
、
成
長
し
て
自

ら
再
訪
す
る
生
徒
も
。「
よ
い
体
験
を
さ

せ
て
も
ら
っ
た
」
と
感
じ
た
教
員
が
個
人

的
に
泊
ま
り
に
く
る
例
も
あ
る
そ
う
だ
。

　
活
動
は
市
内
の
子
ど
も
向
け
に
も
広
が

っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
市
内
の
小

学
生
を
対
象
に
し
た
農
泊
も
実
施
。
将
来

同
じ
中
学
に
通
う
こ
と
に
な
る
小
学
校
の

５
、
６
年
生
が
一
緒
に
泊
ま
り
、
中
学
校

で
再
会
す
る
と
い
う
仕
掛
け
を
作
っ
た
。

住
民
自
身
が「
他
地
域
と
比
べ
て
何
も
な

い
」
と
言
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
中
で
、
教

育
を
意
識
し
た
旅
作
り
が
若
い
市
民
が
地

元
に
愛
着
を
感
じ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ

て
い
る
と
言
え
る
。

『
南
信
州
観
光
公
社
』の

教
育
旅
行
向
け
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ

考察

　旅×教育というと修学旅行を想起する
が、個人旅行においても需要が高まって
いる。2020年度にスタートした「新しい
学習指導要領」で重視されている「探究学
習」のテーマは、「身近な話題であること」
がポイント。しかし、身近なことほど課題
と認識しづらいため、探究的な学びのき
っかけに、旅の持つ非日常性、偶発性へ
の期待が高まっているのだ。地域に住む
人にとっては日常であっても、訪れる子ど
もたちにとってはアナザーワールド。また
地域では、都会とは違う生活や生きがい
を見つけた格好いい大人や自分らしく生
きている人とリアルに出会うことができ、
生き方や進路の選択の幅を体感できる
機会がある。
　学びの視点として欠かせない保護者の
意識についても、親から子へのアドバイ
スが、「勉強しなさい」から「自分のやりた
いことをやりなさい」へ変わってきている
（リクルート進学総研調べ）。保護者自身
も不安を抱える中、子どもの「やりたいこ
と」を見つけるきっかけとして、旅先での
「学び」を求めるニーズが強まっているの
ではないだろうか。観光業にとっても、保
護者の最大の関心ごとである「教育」と
「旅」を紐づけるメリットは大きい。家族
旅行が「レジャーではなく教育」という認
識が社会に広がれば、保護者も休暇を取
得しやすくなり平日の稼働向上等も期待
できる。費用も教育費の一環となれば、
市況影響を受けにくい。そして何より、教
育的旅においては「どこへ行くか（モノ）よ
り何をするか（コト）」が重要。有名な観光
資源の有無は重要ではなく、工夫次第で
多くの地域で取り組むことができる。重
要なのは地域の多様な魅力をありのまま
体験してもらうことだ。「地域を深く知って
もらう⇒学びへの意欲が上がる⇒満足度
が向上する⇒地域の魅力に気づく」とい
う好循環を創ることで、“訪れる人と地域
の人お互いが高めあえる旅”こそが、旅×
教育の魅力ではないだろうか。
（文責／池内摩耶）

「旅はレジャーではなく教育」
という視点が広げる
新規需要開拓の可能性

修学旅行における小規模体験型コン
テンツのニーズが現れ始めた1990年
代半ば、飯田市観光課が現在の形を
構想。体験型教育旅行をメインとする
旅行会社として2001年に設立。全体
の8割を占める中学校のほか、高等
学校の修学旅行も受け入れている。

『南信州観光公社』とは

公社設立当初は1軒1軒受け入れを依頼して回
るなど苦労もあったが、今は農家側にも活動が
十分に浸透。子どもたちとの交流を楽しみにし
ている農家も多い
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仲
間
を
増
や
し
、場
を
広
げ
る 

２
年
目
を
迎
え
た「
帰
る
旅
」

　
２
０
２
２
年
１
月
に
一
般
社
団
法
人
雪

国
観
光
圏
と
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ

ー（
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）
の
協
働
に
よ
っ
て
始
ま
っ

た「
帰
る
旅
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
運
営
事

務
局
で
あ
る「
帰
る
旅
研
究
会
」
で
は
、

「
帰
る
旅
」
を「
何
度
も
、
あ
る
地
域
へ
、

あ
る
場
所
へ
通
う
旅
」
と
定
義
し
、
そ
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

　
図
１
の
通
り
、「
帰
る
旅
」
で
は
、
旅
行

者
と
地
域
の
人
々
を
つ
な
ぐ「
関
係
性
ク

リ
エ
イ
タ
ー
」
が
中
心
と
な
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
。
そ
こ
に
参

加
し
た
旅
行
者
と
地
域
の
人
々
が〝
仲
間
〞

に
な
る
こ
と
で
、〝
帰
る
場
所
〞
が
育
ま
れ

て
い
く
。
そ
の
た
め
、
一
つ
ひ
と
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の 

〝
持
続
可
能
性
〞
が
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
ど
ん
な
に
魅
力
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
て
も
、
一
過
性

の
イ
ベ
ン
ト
や
受
け
入
れ
側
の
負
担
が
大

き
す
ぎ
る
も
の
は
続
か
な
い
。
そ
う
な
る

と
何
度
も
通
い
た
く
な
る〝
場
〞や〝
関
係

性
〞が
失
わ
れ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

 

「
帰
る
旅
」2
年
目
と
な
る
今
年
は
、
昨

年
か
ら
継
続
し
て
実
施
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
加
え
て
、
左
記
の
出
来
事
や
取
り

組
み
が
あ
っ
た
。
結
成
時
は
９
名
だ
っ
た

運
営
メ
ン
バ
ー
は
16
名
に
増
員（T

O
PICS

22

図1  循環を生み出すことで「帰る旅」を実現

企画例  □アップサイクル系
 イベント企画
　　　 □森のサポーター企画
 （杉林の再生）など

①旅マエ（オンライン）

共感

「地域課題」を知る

②旅ナカ（現地）

場に集う（参加）

「地域課題」に触れる

「協力者」化

ちょっといい行いから
関係性が育まれる

相思相愛の関係性に

③旅アト・次の旅マエ
　（オンライン）

「仲間」化

徐々にコミットメントを高める

何度も通う
「帰る旅」

循環モデルが実現

関係性を
持続する仕組み
（CRM）

「場と関係性」で育まれる
旅行のつくりかた

関係性を
築く人材候補を
みつける

関係性をつなぐ
「コト（体験）」を開発

「地域課題」に触れる（共感）
＆関わる（余白）

参加型コンテンツ

「関係性クリエイター」の
「発掘と育成」

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」で
は
な
く
、

「
お
か
え
り
・
た
だ
い
ま
」で
始
ま
る
旅
。

そ
ん
な
合
言
葉
と
と
も
に
始
ま
っ
た

「
帰
る
旅
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
2
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

地
域
課
題
に
触
れ
る
参
加
型
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
を
通
じ
て
、

旅
行
者
と
地
域
の
人
々
が
関
係
性
を
育
み
、

何
度
も
通
い
た
く
な
る
よ
う
な
場
を
つ
く
る
―
―
―
。

そ
ん
な
新
し
い
旅
の
形
を
探
る

「
帰
る
旅
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
在
地
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

旅
人
と
地
域
の
関
係
性
を
拡
張
せ
よ
！

帰
る
旅
が
も
た
ら
す

新
た
な
旅
の
形
と
は

「帰る旅」
プロジェクトレポート

２０２３

「帰る場所」化

「帰る旅」プロジェクトとは
新潟県、群馬県、長野県の３県７市町村を圏域とする「雪国観光圏」とJRCが協働で立ち上げた「帰る旅」。上図
の通り、関係性クリエイターが中心となってコト（体験）を企画し、来訪者や地域の人 を々巻き込むことで関係性
が深化し、第二の故郷のような「帰る場所」が生まれていく。１年目は、“場としごと”を共有するワークインレジデ
ンス「さかとケ」や「帰る森」などのプロジェクトが行われた。詳細は『とーりまかしvol.71』を参照。



01
）。
新
規
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て

新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
る「
帰
る
旅

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
」
も
実
施
さ
れ
た

（T
O
PIC
S 

02
）。
秋
に
は「
帰
る
旅
」
の

認
知
向
上
を
目
的
と
し
た
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ

（T
O
PIC
S 

03
）が
行
わ
れ
、
冬
に
は〝
場

と
し
ご
と
〞
を
共
有
す
る
交
流
滞
在
拠
点

が
複
数
準
備
さ
れ
る（T

O
PIC
S 

04
）
な

ど
、
多
彩
な
取
り
組
み
が
進
行
中
だ
。

 

「
帰
る
旅
研
究
会
」
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く

は
、
自
治
体
や
観
光
関
連
施
設
な
ど
で
旅

行
や
地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
人
。
や
り
た

い
こ
と
や
実
現
し
た
い
地
域
の
未
来
が
あ

る
け
れ
ど
、
自
分
た
ち
だ
け
で
は
難
し
い
。

そ
ん
な
と
き
に
来
訪
者
の
力
を
借
り
な
が

ら
地
域
の
課
題
と
向
き
合
え
る
こ
と
に
可

能
性
を
感
じ
て
集
ま
っ
た
方
が
多
い
。
あ

る
運
営
メ
ン
バ
ー
は「
旅
行
者
の〝
帰
る

場
所
〞を
作
る
こ
と
が
、
自
分
た
ち
の〝
帰

る
場
所
〞
を
作
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

る
」と
話
す
が
、「
帰
る
旅
研
究
会
」に
は
、

自
発
的
に
集
ま
り
、
助
け
合
い
な
が
ら
地

域
の
未
来
を
つ
く
る〝
自
治
組
織
〞
の
よ

う
な
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
3
年
目
と
な
る
２
０
２

４
年
も「
帰
る
旅
」
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
。
一
度
き

り
の「
行
く
旅
」
で
は
な
く
、
何
度
も
通

う「
帰
る
旅
」
を
―
―
。
日
本
の
旅
や
地

域
を
面
白
く
す
る「
帰
る
旅
」
と
い
う
思

想
に
今
後
も
注
目
し
て
ほ
し
い
。

23 December  2023

「帰る旅」の認知度UPとファン獲得を目的とした「帰る旅Talk Live」 
を、9月20日に東京・国分寺で開催。「帰る旅研究会」の共同代表・井
口智裕さんとクルミドコーヒー店
主の影山知明さんが、「これからの
旅のあり方」をテーマに意見を交わ
した当日のダイジェストは、次ペー
ジからご紹介する。

「帰る旅」を象徴するプロジェクトの
ひとつ「さかとケ」（南魚沼市）は、
ハウスワークを手伝いながらハウス
ステイする“家系な拠点”。その第
2弾、第3弾となる交流系滞在拠点
が、期間限定で十日町市（3ヶ所）と
湯沢町（1ヶ所）にも登場予定だ。

「雪国帰る市」
プロジェクト

PLPL

PL

PL

PL＝各企画のプロジェクトリーダー

「帰る森」
プロジェクト

「帰る農園ランチ」
プロジェクト

「さかとケ」
プロジェクト

フラットな組織
PLを軸とした小チームの重なり

　当初は南魚沼を中心と
する9名で構成された「帰
る旅研究会」だが、津南や
十日町、湯沢のメンバーも
加わり、16名の組織に。

「2023年1月の『関係性ク
リエイター育成研修』が大
きなきっかけ。新規企画の
検討などを行う研修を通じ
て『帰る旅』への理解が深
まり、『自分ごととして関わ
りたい』と新たなメンバー
のジョインにつながりまし
た」（「帰る旅研究会」共同
代表・JRC客員研究員の北
嶋緒里恵）

「帰る旅」プロジェクト2023年の主な取り組み

　新たに「帰る旅研究会」に加わったメンバーが関係性クリエイターと
なり、津南町での「帰る旅スタディツアー」を企画。9月と10月に実施さ
れたツアーには全国から参加者が集まり、「温泉宿リニューアルのため
のアイデアワーク（第1弾）」や「秋山郷・古民家再興の片づけ＆アイデ
アワーク（第2弾）」などを行った。「ワーク終了後には地域の方と参加
者が一緒に食事をしたり、周辺を散策したりする時間も。2日間みっち
り時間をともにすることで交流が深まり、お互いをあだ名で呼び合う
ような方も」（北嶋）。ツアー終了後もオンラインコミュニティができる
など、一般的な旅行とは異なる“関係性”が生まれている。

「帰る旅研究会」メンバーが増え
より広域的で多彩な組織に

「帰る旅スタディツアー」を
新潟県津南町で開催

第2、第3の「さかとケ」を
雪国観光圏内で整備中

TOPICS 01TOPICS 02

「帰る旅」の仲間を増やす
トークイベントを都内で開催

TOPICS 04

TOPICS 03

左／地元の方も参加した夕食は、和気あいあいとした雰囲気。右／古民家
の活用アイデアなどを検討する「秋山郷・古民家アイデアソン」も実施

左／「関係性クリエイター」の案内で集落を散策。右／1日目の「片づけワー
ク」では、家財の片付けや周辺清掃などが約2時間行われた

10月の「秋山郷・古民家再興ツアー」には9名の参加者が集まった



井
口
　
私
は
旅
館
の
4
代
目
で
新
潟
の
越

後
湯
沢
と
南
魚
沼
で
2
軒
の
旅
館
を
経
営

し
て
い
ま
す
。
25
年
ほ
ど
旅
行
業
界
に
い

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て〝
旅
の
形
〞

が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
昔
は
、
お
い
し
い
ご
飯
や
お
酒
を

楽
し
む
贅
沢
な
旅
行
が
好
ま
れ
た
と
思
い

ま
す
が
、
今
は「
泊
ま
る
と
こ
ろ
は
ほ
ど

ほ
ど
で
い
い
か
ら
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は

の
体
験
を
し
た
い
」
と
い
う
方
が
、
特
に

若
い
人
の
な
か
で
増
え
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
影
山
さ
ん
は
旅
行
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
？

影
山
　
実
は
僕
は
あ
ま
り
旅
行
が
好
き
で

は
な
く
て
基
本
的
に「
家
で
い
る
の
が
一

番
好
き
」
と
い
う
人
間
な
ん
で
す（
笑
）。

だ
か
ら
旅
行
の
ト
レ
ン
ド
の
こ
と
は
わ
か

ら
な
い
け
れ
ど
、
こ
こ
数
年
で
印
象
に
残

っ
た
個
人
的
な
体
験
は
あ
り
ま
す
。
２
年

ほ
ど
前
に
井
口
さ
ん
が
経
営
す
る
南
魚
沼

の『
ｒ
ｙ
ｕ
ｇ
ｏ
ｎ
』に
泊
ま
ら
せ
て
い
た

だ
い
た
の
で
す
が
、
当
時
は
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
も
あ
っ
て
飲
食
店
の
経
営
者
と
し
て

出
口
が
見
え
な
い
よ
う
な
感
覚
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
が
、
全
く
予
定
の
な
い
３
日

間
を
過
ご
せ
た
こ
と
で
、
ず
い
ぶ
ん
精
神

24

旅
に
求
め
ら
れ
る
も
の
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
（
井
口
さ
ん
）

こ
こ
か
ら
は
、
カ
フ
ェ「
ク
ル
ミ
ド
コ
ー
ヒ
ー
」の
店
主
と
し
て
ロ
ー
カ
ル
カ
ル
チ
ャ
ー
の
構
築
に
取
り
組
む
影
山
知
明
さ
ん
と

「
帰
る
旅
研
究
会
」共
同
代
表
の
井
口
智
裕
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
の
模
様
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
ご
紹
介
。

ふ
た
り
が
考
え
る「
新
し
い
旅
の
あ
り
方
」や「
帰
る
旅
」の
可
能
性
と
は
？

「
行
く
旅
」
か
ら「
帰
る
旅
」
へ

こ
れ
か
ら
の
旅
の
あ
り
方

「帰る旅」
Talk Live

クルミドコーヒー
店主
影山知明さん

1973年東京都・西国分寺生まれ。
「クルミドコーヒー」を拠点に、まちの
仲間とともに、クルミド出版、クルミ
ド大学、地域通貨ぶんじ等を事業
化。 著書に『ゆっくり、いそげ ～カ
フェからはじめる人を手段化しない
経済～』（大和書房）

帰る旅研究会
共同代表
井口智裕さん

1973年新潟県南魚沼郡湯沢町生ま
れ。温泉旅館の４代目として家業を
継ぐ。 2008年には「雪国観光圏」を
プランナーとして立ち上げ、 その後
15年間にわたり地元の事業者とと
もに地域独自の暮らしや文化を観
光資源に変える取り組みを実践する



的
に
浮
上
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

仕
事
や
自
分
の
課
題
と
ず
っ
と
向

き
合
う
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
か

ら
こ
そ
、
日
常
の
枠
か
ら
は
み
出

し
て「
あ
ぁ
、
違
う
世
界
に
来
た
な

あ
」と
い
う
瞬
間
が
自
分
に
と
っ

て
の
転
換
点
に
な
っ
た
ん
で
す
。

そ
の
と
き
に「
旅
」
と「
旅
行
」
と

い
う
言
葉
の
使
い
分
け
が
、
大
事

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
僕
の
勝
手
な

定
義
だ
け
れ
ど
、「
旅
行
」
は
決
ま

っ
た
予
定
が
あ
っ
て
そ
れ
を
消
化

し
て
い
く
も
の
。「
旅
」
は
も
っ
と

気
ま
ま
で
、
思
い
が
け
な
い
出
会

い
が
あ
る
よ
う
な
も
の
。
振
り
返

れ
ば
、
人
生
の
節
目
節
目
で「
旅
」

を
し
て
き
た
記
憶
が
あ
る
し
、
そ
こ
に
は

色
褪
せ
な
い
魅
力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

井
口
　
そ
の
定
義
に
沿
う
と
一
般
的
に
は

「
旅
行
」を
し
て
い
る
方
が
多
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。「
旅
館
に
行
っ
て
お
い
し
い

も
の
を
食
べ
よ
う
」、「
ス
キ
ー
に
行
っ
て

温
泉
に
入
ろ
う
」
と
目
的
が
決
ま
っ
て
い

て
、
そ
れ
を
こ
な
し
て
い
る
と
い
う
か
。

私
た
ち
は
受
け
入
れ
る
側
な
の
で
、
わ
ざ

わ
ざ
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
お
客
さ
ま
の

期
待
や
目
的
に
は
応
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
一
方
で
、
お
客
さ
ま
は
そ
ん
な
予
定

調
和
の「
旅
行
」
に
飽
き
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
と
も
感
じ
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、

予
定
調
和
の
外
側
に
あ
る
余
白
に
こ
そ
大

き
な
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
し
、「
新
し
い

旅
の
文
化
」
と
は
何
か
を
、
今
み
ん
な
で

一
緒
に
考
え
始
め
な
い
と
い
け
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
、
と
。

影
山
　
タ
イ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
い
う

言
葉
が
流
行
す
る
時
代
な
の
で
、
何
が
手

に
入
る
か
わ
か
ら
な
い
も
の
に
時
間
を
使

う
こ
と
に
対
し
て
、
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
を

感
じ
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

そ
こ
に
身
を
投
じ
さ
え
す
れ
ば
何
か
し
ら

の
出
会
い
が
あ
っ
て
、
世
界
が
広
が
っ
て

い
く
。「
こ
の
た
め
に
自
分
は
旅
に
出
た
」

と
後
か
ら
気
づ
く
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
も
そ
も
人
生
自
体
が
ど
こ
に
た
ど

り
着
く
か
わ
か
ら
な
い
も
の
だ
し
、
偶
然

の
出
会
い
が
結
果
的
に
人
生
を
作
っ
て
い

く
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
最
初

か
ら
狭
く
考
え
す
ぎ
な
い
こ
と
が
、「
旅
」

を
楽
し
む
コ
ツ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

―
―
―
井
口
さ
ん
は
、
宿
の
お
手
伝
い
を

５
時
間
し
た
方
に
宿
泊
場
所
を
無
償
で
提

供
す
る「
さ
か
と
ケ
」と
い
う
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。
旅
行
者
と
受
け
入
れ

側
の
新
し
い
関
係
性
を
作
る
こ
の
取
り
組

み
が
始
ま
っ
た
き
っ
か
け
と
は
。

井
口  

「
さ
か
と
ケ
」の
原
点
に
は
私
の
幼

い
頃
の
経
験
が
あ
り
ま
す
。
う
ち
は
実
家

が
旅
館
な
の
で
、
お
盆
や
正
月
な
ど
の
忙

し
い
時
期
に
な
る
と
親
戚
が
集
ま
っ
て
、

毎
年
家
業
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

１
週
間
か
10
日
間
く
ら
い
い
と
こ
た
ち
と

一
緒
に
布
団
を
敷
い
た
り
食
器
を
洗
っ
た

り
し
て
、
空
い
た
時
間
に
は
地
元
の
友
だ

ち
と
サ
ッ
カ
ー
や
野
球
を
す
る
。
そ
ん
な

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
と
、
普
段
は
遠
く

に
住
ん
で
い
る
い
と
こ
た
ち
も
新
潟
に
た

く
さ
ん
知
り
合
い
や
友
だ
ち
が
で
き
る
し
、

こ
の
地
域
が
故
郷
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

そ
う
い
う
関
係
性
を
作
る
こ
と
が
、
新
し

2008年に影山さんが西国
分寺にある生家の跡地に
開業した、こどもたちのため
のカフェ。影山さんが著書
で「お金だけではない価値
を交換する場」と表現する
通り、お店で働くスタッフや
多くの常連客がともに地域の文化を育むローカルコミュ
ニティのハブとして機能。ワークショップやイベントなど、
参加型のコンテンツも多数展開する。2017年には2店舗
目となる『胡桃堂喫茶店』を国分寺にオープン。

25 December  2023

問クルミドコーヒー  ☎️042-401-0321  
　https://kurumed.jp/

地域を動かすサードプレイス
クルミドコーヒーとは

新
し
い
旅
の
あ
り
方
を
来
訪
者
と
一
緒
に

作
っ
て
い
き
た
い
（
井
口
さ
ん
）

「
こ
の
た
め
に
自
分
は
旅
に
出
た
」

と
後
か
ら
気
づ
く
こ
と
も
あ
る
（
影
山
さ
ん
）

「さかとケ」は、南魚沼市の旅館
「ryugon」での5時間のハウスワ
ークの手伝いと自室清掃を行
うことで、シングルルームでの
宿泊が無償提供される会員制
コミュニティだ。旅館の大浴場
の利用もできる

KURUMED  COFFEE



い「
旅
」
の
可
能
性
に
つ
な
が
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
感
じ
た
ん
で
す
。

影
山
　
実
は「
ク
ル
ミ
ド
コ
ー
ヒ
ー
」
で

も「
さ
か
と
ケ
」
に
近
い
こ
と
を
ず
っ
と

や
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
僕
ら
は
ク
ル

ミ
を
食
材
と
し
て
使
う
こ
と
が
あ
る
ん
で

す
け
ど
、
ク
ル
ミ
を
拾
っ
た
り
皮
を
剥
い

た
り
す
る
作
業
を
お
客
さ
ん
と
一
緒
に
行

う
。
そ
の
と
き
、
お
客
さ
ん
に
現
金
で
時

給
を
払
う
こ
と
は
せ
ず
に
、
無
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
し
く
は
国
分
寺
の
地
域
通
貨
で

お
支
払
い
し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
お
客
さ

ん
は
地
域
通
貨
を
使
っ
て
僕
ら
の
カ
フ
ェ

の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り
す
る
の
で
、
結

果
的
に
売
上
は
少
な
く
な
り
ま
す
。
た
だ
、

お
店
の
ス
タ
ッ
フ
と
お
客
さ
ん
が
一
緒
に

汗
を
流
し
て〝
仲
間
〞
に
な
る
こ
と
は
、

売
上
に
は
代
え
ら
れ
な
い
価
値
が
あ
る
と

思
う
ん
で
す
。
そ
れ
に〝
仲
間
〞
が
増
え

る
こ
と
は
、
入
っ
て
く
る
お
金
が
減
る
代

わ
り
に
、
出
て
い
く
お
金
も
減
る
と
い
う

こ
と
で
も
あ
る
。
日
本
の
経
済
成
長
が
右

肩
上
が
り
で
は
な
く
な
っ
た
今
、
多
く
の

経
営
者
は「
売
上
を
伸
ば
さ
ず
に
お
店
や

会
社
が
成
り
立
っ
て
い
く
仕
組
み
」
を
ど

う
作
る
か
と
い
う
問
い
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
僕
ら
や「
さ
か
と
ケ
」
が
や
っ
て
い

る
こ
と
は
、
そ
の
答
え
の
ひ
と
つ
だ
と
思

い
ま
す
。

井
口
　
旅
館
経
営
を
し
て
い
る
と
ど
う
し

て
も
目
先
の
売
上
単
価
や
稼
働
率
の
こ
と

を
考
え
て
し
ま
う
け
れ
ど
、
も
う
そ
ん
な

時
代
じ
ゃ
な
い
。
お
客
さ
ま
と
の
関
係
性

を
作
っ
て
、
本
当
に
困
っ
た
と
き
に
お
互

い
助
け
た
り
、
助
け
て
も
ら
っ
た
り
で
き

る
場
を
作
り
た
い
。「
帰
る
旅
」
に
関
わ
り

始
め
て
か
ら
、
ず
っ
と
そ
う
考
え
て
い
ま

す
。「
さ
か
と
ケ
」
な
ど
を
通
じ
て
私
た
ち

の〝
日
常
〞
を
体
験
し
て
も
ら
え
れ
ば
、

き
っ
と
地
域
の
フ
ァ
ン
が
増
え
て
、
地
域

が
元
気
に
な
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
こ
の
土

地
に
根
付
い
た
雪
国
の
文
化
を
後
世
に
残

す
こ
と
も
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
。

影
山  

「
雪
国
観
光
圏
」は
3
県
７
市
町
村

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
広
域
で
連

携
し
て「
帰
る
旅
」
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
こ
と
は
、
本
当
に
刺
激
に
な
り
ま
す
。

井
口
　
逆
に
広
域
で
取
り
組
ま
な
い
と
新

し
い
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
な
い
ん
で
す
。

３
県
７
市
町
村
と
い
う
と
大
き
く
聞
こ
え

ま
す
が
、
圏
内
の
人
口
は
お
そ
ら
く
８
万

人
ほ
ど
。
高
齢
者
の
比
率
も
高
い
の
で
、

若
い
人
は
驚
く
ほ
ど
少
な
い
の
が
現
状
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。「
帰
る
旅
」
に
関
し

て
も
、
や
っ
ぱ
り
人
が
大
事
な
ん
で
す
よ

ね
。
み
ん
な
が
自
分
ご
と
と
し
て
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
、
そ
こ
に
生
き
が

い
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
い
つ
か

地
域
が
変
わ
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
思
い
で

続
け
て
い
ま
す
。
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地
域
に
暮
ら
す
人
々
同
士
が

何
を
生
み
出
せ
る
か
に
目
を
向
け
る
べ
き
（
影
山
さ
ん
）

人
が
文
化
を
育
て
、
地
域
の
魅
力
が
で
き
る

そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
端
折
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
（
影
山
さ
ん
）

2023年10月に新潟県津南町で開催さ
れた「『秋山郷』古民家のある日常 再興
ワークショップツアー」には関東圏を中
心に8名が参加。地域の人と参加者がと
もに汗を流し、秋山郷の未来を考えた



単
純
作
業
だ
け
で
な
く
未
来
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
行
う
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
や
っ
て〝
文
化
〞
が
育
つ
こ
と
で
、

ま
た
人
が
集
ま
っ
て
く
る
。
そ
の
プ
ロ
セ

ス
を
端
折
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
し
、
そ
れ
は

僕
ら
自
身
が
国
分
寺
で
や
っ
て
い
る
こ
と

そ
の
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

井
口

　こ
れ
か
ら
の
旅
は
、
地
域
と
旅
行

者
が〝
文
化
〞
を
と
も
に
作
り
上
げ
、
お

互
い
に
学
び
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
き
な

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

「
帰
る
旅
」は
ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
す
が
、
小
さ
な
輪
を
広
げ
な
が
ら
少
し

ず
つ
新
し
い
旅
の
価
値
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
、
地
域
に
と
っ
て
も
非
常
に
大
事
な

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

影
山

　も
し「
帰
る
旅
」に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が

い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
僕
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。
先
ほ
ど
も
お
話
し
し
た
よ
う
に
、

僕
は
旅
行
好
き
で
は
な
い
の
で
新
し
い
場

所
に
あ
ち
こ
ち
行
き
た
い
わ
け
で
は
な
い
。

け
れ
ど
、
自
分
と〝
関
係
性
〞
が
あ
る
と

こ
ろ
に
は
行
き
た
い
。
そ
う
考
え
る
と
、

「
帰
る
旅
」は
一
般
的
な
旅
行
好
き
と
は
異

な
る
層
に
響
く
と
思
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
の
旅
は
、〝
観
光
〞と〝
文
化
〞

を
ち
ゃ
ん
と
同
じ
重
さ
で
考
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
長
い
時
間
を

か
け
て
育
ま
れ
た〝
文
化
〞
が
あ
る
か
ら
、

そ
の
地
域
に
人
が
集
ま
る
。
け
れ
ど
、〝
観

光
〞主
導
で
考
え
す
ぎ
て
し
ま
う
と
、〝
文

化
〞
が
消
費
さ
れ
て
薄
く
な
っ
て
し
ま
い

か
ね
な
い
。
だ
か
ら
、
観
光
地
に
こ
そ〝
新

し
い
文
化
〞
を
積
み
上
げ
て
い
く
意
識
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
が「
何
が
生
み
出
せ

る
か
」
と
い
う
こ
と
に
目
を
向
け
る
こ
と

が
大
事
だ
し
、「
帰
る
旅
」
の
よ
う
に
土
地

に
関
心
の
あ
る
人
の
手
を
借
り
る
と
き
も
、

担当研究員より

2023年秋に初めて実施した「帰る旅スタディ
ツアー」（新潟県津南町）のプロジェクトリーダ
ー兼関係性クリエイターを務めたのは、60年続
く宿を「自然や自分と向き合う空間、ひとりでも
楽しめるリトリート温泉宿をつくりたい」と考え
た『しなの荘』の女将、そして跡継ぎが途絶えた
古民家を私費で購入し「秋山郷の魅力に気づい
た人々が交流する拠点をつくりたい」という観
光協会事務局長（プライベートの活動）の二人
だった。参加者は、関東を中心に遠方は高知や
奈良から19歳～60代まで見事に多様な顔触れ
が集まった。「帰る旅」のつくり方の特徴のひとつ
が「関わる余白を残すこと」である。完璧な準備、
おもてなしなどない。今回の関わりしろは、未来
に向けて議論を重ねるアイデアソンや、ほぼ肉
体労働の古民家の掃除や塗装作業など。期待
されて役割を担った参加者たちは、前のめりに
協力し、あっという間に馴染み、たくさん語らい、
同じ風呂に浸かり2日間を過ごした。家業や集
落に脈 と々流れる「文化」が、人と人が暮らしを
重ねることで育まれ続く営みや活動だとしたら、
津南町の2つのプロジェクトは、今回の出会い
が文化継承と進化に向けた刺激となったのでは
ないだろうか。この輪をつないでいきたい。
「帰る旅」の運営母体である「帰る旅研究会」は、
雪国観光圏からスタートしたが、メンバーに参
加の強制力はなく、何度も通う旅・帰る旅を自ら
つくることに共感し、自らの意志で参加したメン
バーたち全員が主体者となり構成されている。
部活動のような自治組織となっている。未来に
向けた次のステップとしては、雪国観光圏外も
含めて、「帰る旅」を自ら実現したい新メンバーを
全国に広げていきたい。地域単位でも事業者
単位でも良いと考えている。「おかえり・ただい
ま」で始まる「帰る旅」を自らつくることに関心が
ある方は是非手を挙げてほしい。

参加者も役割を担い
自らが旅のつくり手になることが
「帰る旅」の流儀

27 December  2023

小
さ
な
輪
を
広
げ
な
が
ら

新
し
い
旅
の
価
値
を
作
り
た
い
（
井
口
さ
ん
）

帰る旅プロジェクトの公式サイトでは、「帰
る旅」のコンセプトや内容、参加メンバーや
関連リンクなどを掲載している。ぜひ、公式
サイト（https://jrc.jalan.
net/kaerutabi/）や帰る旅
研究会X（@kaerutabi_prj）
などで発信される情報をチェ
ックしてほしい。

「帰る旅」に関する情報は
WEB・SNSでも提供中

帰る旅
公式サイト

帰る旅研究会
X（旧Twitter）

じゃらんリサーチセンター 
調査開発グループ 客員研究員

北嶋緒里恵
きたじま  おりえ

帰る旅研究会の共同代表。先日秋山郷の集落で初めて
会ったおじいさんから、近隣で拾ったという「恐竜の卵
の化石（未確認）」を見せていただき嬉しかった、また会
いに行きます。

INFORMATION



自ら創れ！地域の起爆剤となる食・買・泊の自主事業

持続可能な「DMO経営」学
Vol.5

先進事例から、持続的なDMO経営に必要な手法を学ぶ集中連載企画。
DMOは観光地域づくりの司令塔機能を果たすことに加え、自主事業を回すことも重要だと

伝えてきた。しかし、「民業圧迫にならないか」「自ら観光事業者になる必要性は？」と懸念する声も。
そうした疑問へのお答えとして、飲食・物販・宿泊を手掛ける小浜の事例を紹介したい。

イラスト／武曽宏幸

先進事例に成功のヒントあり

赤
字
を
黒
字
化
、
商
品
開
発
…
と
、 

段
階
的
に
飲
食
事
業
の
価
値
向
上
へ

　
小
浜
よ
っ
ぱ
ら
い
サ
バ
に
若
狭
ま
は
た
、

ふ
く
い
サ
ー
モ
ン
…
。
古
く
は
朝
廷
に
食

料
を
献
上
す
る「
御み
け
つ
く
に

食
国
」
と
し
て
栄
え
、

今
も
良
質
な
若
狭
湾
の
海
産
物
を
自
慢
と

す
る
福
井
県
小
浜
市
。
そ
ん
な
地
元
の
幸

満
載
の
新
商
品
の
提
供
が
、
今
年
７
月
よ

り「
お
食
事
処 
濱
の
四
季
」
で
始
ま
っ
た
。

海
鮮
丼
は
見
た
目
に
も
こ
だ
わ
っ
て
桶
盛

り
に
。「
サ
バ
を
は
じ
め
若
狭
湾
の
幸
は
鯖

街
道
を
通
っ
て
京
都
へ
運
ば
れ
ま
し
た
。

往
時
の
行
商
人
が
魚
を
運
ん
だ
桶
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
、
そ
の
器
に
し
た
ん
で
す
」。

そ
う
話
す
の
は
小
浜
市
か
ら「
お
食
事
処 

濱
の
四
季
」
の
指
定
管
理
者
に
選
定
さ
れ

た
Ｄ
Ｍ
Ｏ
組
織
・
ま
ち
づ
く
り
小
浜
の
Ｃ

Ｅ
Ｏ
を
務
め
る
御
子
柴
北
斗
さ
ん
。
商
品

刷
新
後
７
月
〜
９
月
の
客
数
は
コ
ロ
ナ
禍

前
２
０
１
９
年
実
績
を
上
回
り
、
滑
り
出

し
は
順
調
。
し
か
し「
小
浜
ら
し
さ
」
を
打

ち
出
し
た
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
提
供
に
至
る
ま

で
に
は
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
小
浜
市
は
２
０
０
１
年
に
全
国
初
の

「
食
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
、
小

浜
の
食
文
化
を
伝
え
る
中
核
施
設
と
し
て

04
年
に
市
直
営
の「
お
食
事
処 

濱
の
四

季
」
を
開
業
。
15
年
よ
り
、
同
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が

自
主
事
業
と
し
て
運
営
し
て
い
る
。
運
営

　地域の観光業の担い手不足を受け、積極
的にDMOが主体となって事業を展開。道の
駅や飲食業を自主事業として収益化。国の
重要伝統的建造物群保存地区「小浜西組」を
中心に町家一棟貸しの宿を開業した他、
2023年8月には廃旅館を活用した宿「若狭
佳日」を開業。新たなターゲット層の観光客
を獲得して地域が変わる先導役を務める。

◎設立：2010年4月　◎スタッフ：62名

株式会社まちづくり小浜

今回取り上げる先進事例は…

□指定管理業務受託「道の駅若狭おばま」「お食
事処 濱の四季」

□一棟貸しの分散型古民家宿「小浜町家ステイ」
開発・運営

□廃旅館を活用した宿泊施設「若狭佳日」開発・運営
□観光動態調査分析業務の受託
□その他 ECサイト運営、着地型観光商品の開発・

運営など

主な事業

福井県小浜市／地域DMO

DMO経営タイプ：
観光事業・直営型 経営

飲
食
・
物
販
の
自
主
事
業
で
収
益
を
伸
ば
す

1
Step.

今年3月リニューアルオープンの「道の駅若狭おばま」。
巨大なサバを描いたのれんが迎える

もり・なるひと●2013年4月より経済同友会の被災
地支援プロジェクトにて被災地気仙沼市へ出向。
地元人材育成や観光振興、6次産業化など地域活
性に携わる。2016年3月にスイス・ツェルマットの
DMO視察。2017年4月よりDMO法人の（一社）気
仙沼地域戦略の理事に着任、気仙沼市復興アドバ
イザーも務める。2018年12月より観光庁の広域周
遊観光促進専門家派遣に登録。2023年より先駆
的DMOの専門家として地域伴走も行っている。

じゃらんリサーチセンター 研究員

森 成人愛称
もりなるん
が
ナビゲート

DMO経営を一緒に考えていくのは…
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が
あ
れ
ば
、
高
い
と
思
わ
れ
ず
に
払
っ
て

も
ら
え
る
と
考
え
て
い
ま
す
」。

指
定
管
理
料
に
依
存
し
続
け
ず
に 

物
販
の
飛
躍
を
目
指
す
道
を
選
択

 

「
道
の
駅
若
狭
お
ば
ま
」
は
２
０
１
１
年

よ
り
指
定
管
理
を
受
託
し
、
開
業
と
同
時

に
運
営
を
担
っ
て
き
た
。
こ
ち
ら
は
立
地

の
よ
さ
も
あ
り
小
浜
の
玄
関
口
と
し
て
機

能
し
、
開
業
以
降
は
入
込
客
数
も
客
単
価

も
右
肩
上
が
り
に
成
長
し
て
い
た
。
し
か

し
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
、
建
物
が
分

か
れ
て
い
た
物
販
館
と
情
報
館
の
間
を
つ

な
ぐ
よ
う
に
増
築
。
物
販
面
積
を
１
・
６

倍
に
、
売
り
場
構
成
も
変
更
し
て
今
年
３

月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
こ
の
道
の
駅
は
市
の
施
設
で
あ
る
た
め

に
本
来
、
改
修
も
市
が
主
体
と
な
る
。
し

か
し
予
算
が
限
ら
れ
る
な
か
、
道
の
駅
の

改
修
は
市
に
と
っ
て
優
先
順
位
が
必
ず
し

も
高
く
は
な
い
。
そ
こ
で
Ｄ
Ｍ
Ｏ
主
体
で

改
修
で
き
る
よ
う
、
道
の
駅

の
施
設
の
う
ち
物
販
館
部
分

を
市
か
ら
譲
与
し
て
も
ら
う

手
続
き
を
実
施
。
改
修
費
用

は
自
己
資
金
と
国
・
県
の
補

助
金
を
活
用
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
こ
ぎ
着
け
た
の
だ
。

譲
与
を
受
け
る
代
わ
り
に
道

の
駅
の
指
定
管
理
料
は
削
減

さ
れ
、
今
後
５
年
間
で
段
階
的
に
廃
止
し

た
う
え
で
物
販
館
の
土
地
賃
借
料
を
Ｄ
Ｍ

Ｏ
が
負
担
す
る
計
画
だ
と
い
う
。

　
そ
も
そ
も
黒
字
経
営
が
で
き
て
い
た
の

に
指
定
管
理
料
が
な
く
な
る
リ
ス
ク
を
負

っ
て
ま
で
、
自
社
物
件
へ
の
変
更
に
踏
み

切
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。「
僕
ら
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
目

指
す
の
は〝
小
浜
を
一
流
の
観
光
目
的
地

に
す
る
〞
こ
と
。
一
流
と
は
、
フ
ァ
ン
を

作
っ
て
持
続
的
に
何
度
も
来
て
も
ら
え
る

こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
常
に
新
し
い
価
値

を
見
出
し
、
付
加
価
値
を
生
ん
で
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
付
加
価
値
を
高
め
単
価

を
上
げ
る
こ
と
は〝
持
続
可
能
性
〞
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
現
状
維
持
で
い
く
の
は
楽

な
よ
う
に
思
え
て
先
細
り
。
指
定
管
理
料

が
あ
れ
ば
い
い
と
考
え
ず
、
一
歩
踏
み
出

す
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
」。

を
引
き
継
い
だ
当
初
も
客
足
は
悪
く
な
か

っ
た
が
、
コ
ス
ト
に
比
し
て
安
価
で
提
供

し
て
い
た
た
め
赤
字
続
き
だ
と
判
明
。
ま

ず
は
黒
字
化
に
向
け
て
コ
ス
ト
優
先
の
商

品
構
成
へ
と
改
定
を
行
っ
た
。
そ
う
し
て

黒
字
化
を
果
た
す
も
、
当
時
の
食
材
は
仕

入
れ
値
の
安
さ
重
視
だ
っ
た
た
め「
小
浜

産
」
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
そ
う
。

19
年
に
同
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
着
任
し
た
御
子
柴
さ

ん
は
、
こ
の
状
況
を
変
え
よ
う
と
考
え
た
。

実
は
前
職
が
農
林
水
産
省
職
員
で
あ
り
、

小
浜
を
サ
バ
の
名
産
地
と
し
て
復
活
さ
せ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
た
の
が
小
浜

と
の
ご
縁
の
始
ま
り
と
い
う
御
子
柴
さ
ん
。

そ
の
際
に
誕
生
し
た
、
酒
粕
で
育
て
た
小

浜
よ
っ
ぱ
ら
い
サ
バ
を
は
じ
め
、
小
浜
の

海
産
物
に
対
し
て
は
地
元
の
人
以
上
に
自

信
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
食
事
処
の
ス

タ
ッ
フ
に
地
元
の
カ
キ
や
サ
バ
の
使
用
を

提
案
し
て
も「
高
く
て
売
れ
な
い
の
で
は
」

「
カ
キ
は
値
段
の
割
に
小
粒
ら
し
い
し
」
と

反
応
は
い
ま
一
つ
。
小
浜
の
海
産
物
は
高

品
質
な
も
の
と
し
て
県
外
出
荷
が
多
く
、

地
元
住
民
と
は
い
え
馴
染
み
が
薄
か
っ
た

の
だ
。
そ
こ
で
ま
ず
は
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒

に
地
元
の
漁
師
や
養
殖
業
者
を
訪
れ
、
生

産
者
の
こ
だ
わ
り
や
実
際
の
お
い
し
さ
に

ふ
れ
る
機
会
を
設
け
た
。
そ
う
し
て
地
元

の
幸
の
魅
力
を
実
感
し
た
ス
タ
ッ
フ
と
一

緒
に
、
小
浜
産
に
こ
だ
わ
っ
て
企
画
し
た

新
商
品
の
提
供
を
21
年
に
ス
タ
ー
ト
。
よ

い
反
響
を
受
け
、
さ
ら
に
小
浜
ら
し
さ
を

伝
え
る
商
品
へ
と
改
善
し
た
の
が
冒
頭
で

紹
介
し
た
今
夏
の
新
商
品
な
の
で
あ
る
。

　
提
供
商
品
の
価
格
帯
は
改
定
前
よ
り
ア

ッ
プ
。
し
か
し
商
品
の
内
容
、
演
出
が
受

け
入
れ
ら
れ
た
た
め
客
数
は
前
出
の
通
り

伸
び
、
客
単
価
も
16
年
の
約
１
２
０
０
円

か
ら
23
年
９
月
時
点
は
約
１
７
０
０
円
へ
。

「
小
浜
は
よ
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
の
だ

か
ら
、
安
売
り
せ
ず
に
自
信
を
も
っ
て
単

価
を
上
げ
る
べ
き
。
価
格
に
見
合
う
価
値

「お食事処 濱の四季」の商品の変遷

「お刺身御膳」 1690円

2021年6月～
「若狭のお刺身御膳」 2500円

道の駅は「鯖街道ワンダーランド」がコンセ
プト。行商人の笠と背負い籠を着用できる
フォトスポットなど、鯖街道の起点・小浜を
体感できる仕掛けを随所に用意

2023年7月～
「贅沢！小浜ブランド海鮮丼」 2500円
ありふれた刺身定食から、小浜産の魚6種
の船盛りにして高価格化。さらに小浜産の
魚7種を盛った桶入り海鮮丼へとバージョ
ンアップを果たしている

　食
事
処
し
か
り
道
の
駅
し
か
り
。
常
に
付

加
価
値
を
生
む
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
考

え
、実
行
す
る
姿
は
見
習
い
た
い
で
す
ね
。
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空
き
家
活
用
の
１
棟
貸
し
宿
運
営
で 

逃
し
て
い
た
宿
泊
客
の
受
け
皿
に

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
も
う
一
つ
の
自
主
事
業
と
し

て
宿
泊
事
業
が
あ
る
。
国
の
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区「
小
浜
西
組
」
エ
リ
ア

を
中
心
に
、
空
き
家
の
古
民
家
を
活
用
す

る
た
め
に
始
め
た
１
棟
貸
し
の
宿「
小
浜

町
家
ス
テ
イ
」
の
運
営
だ
。
物
件
の
改
修

費
用
は
２
０
１
７
年
に
開
業
し
た
１
棟
目

の
み
市
の
全
額
負
担
で
、
２
棟
目
以
降
は

道
の
駅
の
収
益
を
元
手
に
し
た
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

自
己
資
金
プ
ラ
ス
補
助
金
等
を
活
用
。
今

年
４
月
に
は
８
棟
目
の
開
業
を
迎
え
る
な

ど
、
事
業
を
拡
大
し
て
い
る
段
階
に
あ
る
。

　
町
家
ス
テ
イ
を
始
め
た
背
景
に
は
、
市

内
宿
泊
施
設
数
の
減
少
が
あ
る
。
小
浜
は

昭
和
後
期
の
頃
に
は
海
水
浴
客
で
あ
ふ
れ
、

民
宿
も「
廊
下
で
い
い
か
ら
寝
か
せ
て
く

れ
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
賑
わ
っ
た
と
い
う
。

だ
が
海
水
浴
ブ
ー
ム
も
去
り
、
宿
泊
者
数

は
年
々
減
少
。
市
内
の
宿
泊
需
要
を
支
え

て
き
た
民
宿
も
廃
業
が
相
次
ぎ
、
08
年
の

86
軒
か
ら
町
家
ス
テ
イ
立
ち
上
げ
時
の
17

年
は
61
軒
に
、
22
年
は
48
軒
に
ま
で
減
っ

た
。
一
方
で
観
光
入
込
客
数
は
09
年
・
10

年
は
減
少
に
転
じ
る
も
、
以
降
は
コ
ロ
ナ

禍
前
19
年
ま
で
増
加
基
調
に
あ
る
。
つ
ま

り
観
光
客
は
増
え
て
も
宿
泊
客
を
取
り
逃

が
し
て
い
た
の
だ
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
は
道
の
駅
を
訪
れ
た
観
光
客

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
お

り
、
そ
れ
に
よ
る
と
小
浜
の
主
な
観
光
客

像
は
50
代
〜
70
代
の
夫
婦
で
、
関
西
圏
か

ら
の
リ
ピ
ー
タ
ー
。「
つ
ま
り
、
か
つ
て
海

水
浴
に
家
族
で
訪
れ
た
人
た
ち
で
す
。
小

浜
に
よ
い
思
い
出
を
持
っ
て
い
る

か
ら
再
び
来
て
み
た
、
け
れ
ど
宿

が
な
い
か
ら
日
帰
り
し
て
い
た
…

と
い
う
姿
が
浮
か
び
上
が
り
ま

す
」
と
御
子
柴
さ
ん
。
そ
こ
で
町

家
ス
テ
イ
が
受
け
皿
に
…
、
と
な

る
は
ず
だ
が
開
業
当
初
は
う
ま
く

機
能
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
１
棟

目
は
定
員
８
名
で
開
業
し
、
座
敷

に
布
団
を
敷
い
て
寝
る
よ
う
な
グ
ル
ー
プ

向
け
の
ス
タ
イ
ル
。
素
泊
ま
り
宿
泊
料
金

は
、
利
用
人
数
に
よ
り
上
下
す
る
が
１
棟

あ
た
り
平
均
約
２
万
５
０
０
０
円
だ
っ
た

と
い
う
。「
当
初
は
あ
ま
り
コ
ス
ト
を
か
け

ず
に
試
験
的
に
始
め
た
こ
と
も
あ
り
こ
の

ス
タ
イ
ル
で
し
た
。
し
か
し
調
査
を
基
に

小
浜
リ
ピ
ー
タ
ー
で
あ
る
シ
ニ
ア
層
夫
婦

を
主
要
客
に
設
定
す
る
な
ら
、
彼
ら
は
雑

魚
寝
を
し
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で

定
員
を
減
ら
し
て
ベ
ッ
ド
式
に
す
る
な
ど

設
備
に
凝
り
、
宿
泊
単
価
を
上
げ
て
い
き

ま
し
た
」。
現
在
１
棟
あ
た
り
の
宿
泊
料

は
３
万
９
０
０
０
円
ほ
ど
。
19
年
時
点
で

は
全
４
棟
で
約
５
２
０
組
だ
っ
た
年
間
宿

泊
組
数
は
、
21
年
に
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
全

７
棟
に
約
１
０
０
０
組
が
宿
泊
。
稼
働
率

も
４
割
を
超
え
、
堅
調
に
成
長
し
て
い
る
。

地
域
に
必
要
な
も
の
を
体
現
す
る
、 

果
敢
な
姿
勢
も
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
使
命

　
今
年
９
月
に
は
市
内
の
阿
納
地
区
に
全

13
室
の
宿「
若
狭
佳
日
」
を
開
業
。
２
名
１

室
利
用
時
の
１
泊
２
食
付
き
で
１
名
２
万

ＤＭＯとしての
公益性
持続して経営するためには自主
事業による収益が必要ではあ
るが、儲けることがDMOの目的
ではない。まちづくり小浜の事
業は収益性と公益性がバランス
よく機能している。道の駅を例
に、その機能を見てみよう。

代表取締役社長・CEOの
御子柴北斗さん。2015年
に農林水産省から小浜市
に出向、「小浜よっぱらいサ
バ」養殖プロジェクトを担
当。18年に農水省へ戻るも
19年には退職し、小浜に
移住した

地域事業者への経済的貢献
物販施設で取り扱うのは地域事業者の商品がほと
んど。商品が売れるほど仕入れ元である地域事業者
の実入りも増えるし、DMOの利益も上がるため自
分事として売上アップに励める。

新商品の企画開発
道の駅ではオリジナル商品も販売。従来の大袋入
りではなく、土産に適した小分けのヒレ酒用ふぐヒ
レなど、地元食材の魅力を引き出す新機軸の商品を
生み出している。地域事業者が思いつかなかったア
イデアを形にし、刺激を与える役割も担う。

新商品の企画開発
物販施設の売上内訳（2019年度）

まちづくり小浜
□商品企画

地域事業者
□製造 新商品を開発・販売へ

企画を実践しノウハウを横展開

事
業
収
益
を
元
手
に
新
た
な
試
み
を
率
先

2
Step.

物産協会
34%

小浜ささ漬け協会 6%
小浜魚商協同組合 6%
小浜市漁業協同組合 4%水産加工会社 13%

その他 5%
若狭塗箸協同組合 8%
製菓組合 7%
食品加工会社 3%
その他農業 3%
JA福井県
若狭基幹支店 2%
旧青果組合 9%

今年4月開業「西津湊ふるかわ」をはじめ、
町家ステイは素泊まりが基本。宿泊者に
は提携飲食店を案内する他、カフェや温
浴施設の利用特典付きチケットを配布
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８
１
０
０
円
〜
と
い
う
高
価
格
帯
だ
。
宿

が
建
つ
阿
納
地
区
は
漁
港
に
面
し
、
古
く

か
ら
大
半
の
住
民
が
漁
業
と
民
宿
で
生
計

を
立
て
て
き
た
。
同
地
区
に
は
大
型
旅
館

も
あ
っ
た
が
、
20
年
に
廃
業
。
地
域
の
象

徴
で
も
あ
っ
た
そ
の
旅
館
を
残
せ
な
い
か
、

と
地
域
住
民
か
ら
相
談
を
受
け
た
こ
と
が

「
若
狭
佳
日
」立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
だ
と

御
子
柴
さ
ん
は
話
す
。「
古
民
家
と
は
規
模

が
違
い
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
単
独
で
旧
旅
館
の
買
い

取
り
や
改
修
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
地

域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
残
す
な
ら
、
地
域

の
方
た
ち
を
主
体
と
し
た
ほ
う
が
い
い
。

そ
こ
で
旧
旅
館
の
債
権
を
持
つ
地
銀
の
協

力
も
得
て
、
地
域
住
民
と
一
緒
に
株
式
会

社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
」。
阿
納
地
区
の

住
民
有
志
、
地
銀
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
出
資
し
た

株
式
会
社
が
建
物
を
保
有
し
、
補
助
金
も

活
用
し
て
改
修
。
そ
し
て
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
建
物

を
賃
借
し
、
町
家
ス
テ
イ
の
経
験
を
活
か

し
て
運
営
を
担
う
構
造
だ
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
根
本
に
立
ち
返
り
た
い
。

「
若
狭
佳
日
」
も
町
家
ス
テ
イ
も
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が

直
に
宿
泊
事
業
を
手
掛
け
て
い
る
が
、
こ

れ
は
レ
ア
ケ
ー
ス
だ
ろ
う
。
地
域
内
や
外

部
の
民
間
事
業
者
で
は
な
く
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が

宿
泊
事
業
者
に
な
る
意
義
は
あ
る
の
か
。

「
現
状
を
分
析
し
て
戦
略
上
は
地
域
に
必

要
だ
と
考
え
て
も
、
率
先
し
て
手
を
挙
げ

る
人
は
な
か
な
か
い
な
い
。
な
ら
ば
、
ま

ず
は
私
た
ち
が
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
考
え

ま
し
た
。
従
来
と
は
違
う
こ
と
を
始
め
る

時
は
、〝
誰
が
最
初
に
や
る
か
〞
が
問
題
に

な
り
が
ち
。
変
化
は
嫌
わ
れ
る
し
、
新
し

い
試
み
に
は
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
か
ら
。

だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
た
ち
が
率
先
し
て
第

一
歩
を
踏
み
出
す
。
何
か
を
始
め
た
い
な

ら
主
導
者
が
あ
る
程
度
の
道
筋
を
作
る
こ

と
、
戦
略
が
あ
る
な
ら
そ
れ
を
形
に
し
て

見
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」。

理
想
の
一
端
に
ふ
れ
る
こ
と
で 

意
欲
あ
る
追
随
者
が
生
ま
れ
る

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
先
陣
を
切
っ
て
事
業
を
展
開

す
る
効
能
は
少
し
ず
つ
、
地
域
に
変
化
を

も
た
ら
し
て
い
る
。「
小
浜
町
家
ス
テ
イ
」

や「
若
狭
佳
日
」
を
通
し
て
付
加
価
値
を
高

め
る
意
義
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
で
、

新
規
客
層
の
獲
得
に
向
け
て
改
修
を
行
う

旅
館
や
民
宿
が
現
れ
て
い
る
の
だ
。

　
ま
た
、
町
家
ス
テ
イ
の
宿
が
あ
る
小
浜

西
組
エ
リ
ア
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
幾
度
か

空
き
物
件
を
活
用
し
て
期
間
限
定
の
店
舗

を
開
く
町
歩
き
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

る
。
そ
の
際
に
多
く
の
来
訪
者
で
賑
わ
う

様
子
を
見
た
地
域
の
人
か
ら
は
、「
こ
ん
な

ふ
う
に
町
が
活
気
づ
く
な
ら
活
用
し
て
ほ

し
い
」
と
自
身
が
所
有
す
る
空
き
物
件
の

提
供
を
申
し
出
る
声
も
挙
が
っ
て
い
る
そ

う
。
空
き
物
件
を
確
保
で
き
た
次
の
段
階

と
し
て
は
、
カ
フ
ェ
を
は
じ
め
と
し
た
テ

ナ
ン
ト
開
発
も
計
画
中
だ
と
い
う
。「
地
域

の
人
た
ち
も
、
町
が
賑
わ
う
と
い
い
な
、

何
と
か
し
た
い
な
…
と
潜
在
的
に
は
感
じ

て
い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
そ
の
一
端
で
も

具
体
的
な
形
に
し
て
み
ん
な
に
見
て
も
ら

う
と
、
共
感
し
て
く
れ
る
し
後
に
続
く
人

も
出
て
く
る
」
と
御
子
柴
さ
ん
。
小
浜
は

在
り
た
い
姿
を
実
現
す
る
構
想
の
途
上
に

あ
る
が
、
彼
ら
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
切
り
拓
い
た
道

の
後
に
続
く
人
を
着
々
と
増
や
し
つ
つ
ゴ

ー
ル
に
近
づ
い
て
い
る
よ
う
だ
。

考察

今回の事例を
参考にしやすい地域は…

◎新しい挑戦を始めるにあた
り、地域をけん引する役割の
事業者が見当たらない

『稼げる観光』というキーワードが
生まれて久しいが、果たしてDMO
を中心にそんな観光産業づくり
ができている地域が全国でどれ
だけあるだろう？DMO自体が一
番稼ぎ方を知らない集団になっ
てはいないだろうか。DMOの課
題の一つによく挙がる、登用人材
のマーケティング力向上。勉強会
を実施するだけでは本当の意味
でのマーケティング力はなかなか
向上しない。地域に必要な自主
事業をDMOが持つという圧倒的
な当事者意識からマーケティング
力を育み、地域に頼られる組織に
なるという山の登り方もあるので
は？本事例はそういう地域にぜひ
すすめたい手法だ。

Q.じゃあうちも
    宿泊事業をやるかな！
A.ちょっとお待ちを！小浜の場合は
「客室数が不足している」「宿運営に
名乗りを挙げる地域事業者がいな
い」というのがベースにあり、DMO
が運営を手掛けています。意欲のあ
る事業者がいる場合は、自らで行う
必要性は薄れます。まずは地域の状
況をよく把握することが大事です。

もりなるんに聞く！

共
感
す
る
仲
間
を
増
や
し
つ
つ
ゴ
ー
ル
へ

3
Step.

「若狭佳日」は海に面した眺望と海の幸の食
事を用意し、これまでとは違った層の宿泊客
を呼び込む狙い。市内の民宿は1泊素泊まり
で1名5000円程度、旅館は1泊2食付きで1
名1万円程度の価格帯が多く、町家ステイも
「若狭佳日」も競合しないため地元事業者か
らの反発はないという

　
地
域
の
理
想
形
を
描
く
な
ら
、口
を
出
す

だ
け
で
は
な
く
腹
を
く
く
っ
て
ま
ず
自
ら

が
動
く
こ
と
も
大
事
な
ん
で
す
ね
。

　
御
子
柴
さ
ん
は
地
域
の
観
光
デ
ー
タ
に
基

づ
き
策
定
し
た
戦
略
に
添
っ
て
理
想
像
を

示
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
地
域
の
共
感
も

得
ら
れ
る
の
で
あ
り
、「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
と
っ
て
デ
ー

タ
収
集
は
基
本
」と
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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32

価値と感動を生み出す人に
インタビュー

タイムラインに並ぶ、ダークな空気感をまとった風物の写真。
ありきたりな美しさとは異なる価値や、独自の創作姿勢に、新たな時代のクリエイター像が浮かぶ。

賛
否
は
分
か
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
、自
分
が
い
い
と
思
っ
た
も
の
に
つ
い
て

﹃
そ
う
だ
ね
﹄と
納
得
は
さ
せ
た
い
。

だ
か
ら
発
表
し
続
け
る
の
だ
と
思
い
ま
す

写真／佐藤兼永

朽
ち
て
い
く
も
の
を
愛
で
る
価
値
観
を

新
た
な
手
法
で
世
に
問
う
廃
墟
写
真
家
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写
真
を
撮
る
背
後
に
あ
る 

「
記
録
し
た
い
」と
い
う
思
い

　
Ｘ（
旧
T
w
i
t
t
e
r
）
で
日
々

投
稿
す
る
写
真
の
テ
ー
マ
は「
廃
墟
」。

い
わ
ゆ
る「
美
し
い
風
景
写
真
」
と
は

違
う
不
思
議
な
世
界
観
が
、
28
万
人
を

超
え
る
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
魅
了
す
る
。

　
な
ぜ
廃
墟
な
の
か
？
と
い
う
問
い
に

は「
よ
く
聞
か
れ
る
ん
で
す
け
ど
、
分

か
ら
な
い
ん
で
す
」
と
困
っ
た
よ
う
に

笑
う
。
そ
し
て
代
わ
り
に
幼
い
頃
の
こ

ん
な
思
い
出
を
話
し
て
く
れ
た
。

 

「
子
供
向
け
番
組
で
、
道
路
に
貼
り
付

い
て
い
る
ガ
ム
を
剥
が
す
と
い
う
企
画

が
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
を
見
て

す
ご
く
び
っ
く
り
し
た
ん
で
す
よ
！

『
あ
れ
何
だ
ろ
う
？
』
と
思
っ
て
い
た

『
道
路
に
と
き
ど
き
あ
る
黒
い
マ
ル
』

が
実
は
ガ
ム
だ
っ
た
と
は
…
映
像
に
な

っ
て
初
め
て
よ
く
な
い
も
の
だ
っ
た
と

分
か
っ
た
わ
け
で
す
け
ど
、
そ
れ
が
何

だ
か
嬉
し
か
っ
た
ん
で
す
」

　
何
か
を
見
て「
き
れ
い
」
と
感
じ
る

こ
と
は
少
な
く
、
負
の
側
面
に
心
惹
か

れ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
を「
記
録
し

た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

 

「
昔
は
い
わ
ゆ
る
珍
ス
ポ
ッ
ト
の
よ
う

な
も
の
を
撮
っ
て
ブ
ロ
グ
を
書
い
て
い

た
の
で
す
が
、
そ
れ
も『
記
録
』し
た
か

写
真
家
／
会
社
員

toshibo
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toshibo氏はX（旧Twitter）のほか、
InstagramやTikTokなど、さまざまな
SNSで作品を発表中。Instagramでは
外国人を意識した投稿にしたり、TikTok
ではショート動画を投稿したりと、メディ
アに合わせて投稿の仕方も工夫してい
る。写真は国内のものを中心に、アジア
やヨーロッパなど海外で撮影したもの
も。最近はドローンを使った空撮動画に
も取り組んでいる。

SNSで国内外の
廃墟の写真を投稿

っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
今
も
、
何
か
ア
ー

ト
と
し
て
写
真
を
撮
り
た
い
と
い
う
よ

り
、
記
録
の
つ
も
り
で
撮
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
」

　
撮
っ
た
写
真
は
、
Ｈ
Ｄ
Ｒ（
ハ
イ
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
レ
ン
ジ
）
と
い
う
手
法
を

用
い
、
手
作
業
で
仕
上
げ
る
。
明
る
す

ぎ
て
白
飛
び
し
た
り
、
暗
す
ぎ
て
潰
れ

て
し
ま
う
部
分
が
な
い
よ
う
複
数
の
写

真
を
合
成
す
る
手
法
で
、
出
来
上
が
っ

た
写
真
は
よ
り
人
の
目
で
見
た
状
態
に

近
く
な
る
。
窓
の
外
の
景
色
や
物
陰
に

隠
れ
た
も
の
ま
で
微
細
に
伝
わ
る
写
真
。

「
崩
れ
て
い
た
り
、
カ
ビ
が
生
え
て
い

た
り
、
そ
う
い
う
も
の
も
全
部
見
せ
た

い
」
―
そ
れ
は
記
録
の
た
め
な
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
だ
か
ら
こ
そ
印
象
的

で
も
あ
る
。

分
か
り
す
ぎ
な
い
こ
と
か
ら 

生
ま
れ
る
面
白
さ

　
写
真
の
投
稿
に
添
え
る
言
葉
は
最
低

限
。
撮
っ
た
も
の
が「
ど
う
よ
い
の
か
」

は
多
く
は
説
明
し
な
い
。

 

「
分
か
り
す
ぎ
ち
ゃ
う
と
面
白
く
な
い

と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
よ
り
、
ざ

っ
く
り
投
げ
て
、
見
る
人
が
想
像
し
て

く
れ
た
ら
い
い
な
、
と
」

　
そ
ん
な
気
持
ち
で「
廃
業
し
た
ド
ラ

イ
ブ
イ
ン
の
裏
手
に
隠
さ
れ
る
様
に
投

棄
さ
れ
て
い
た
」
と
の
言
葉
を
添
え
て

壊
れ
た
ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
機
の
写
真
を

投
稿
し
た
ら
、６
万
近
い「
い
い
ね
」が

付
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

 

「
マ
ジ
か
、
こ
れ
で
か
!?
と
思
い
ま
し

た
よ（
笑
）。『
こ
う
い
う
の
が
ア
ニ
メ

の
敵
キ
ャ
ラ
に
な
る
』
な
ん
て
、
自
分

で
は
全
く
考
え
も
し
な
か
っ
た
コ
メ
ン

ト
を
つ
け
て
く
れ
た
人
も
い
た
。
本
当

に
面
白
か
っ
た
で
す
」

　
と
く
に
若
い
世
代
に
は「
パ
ッ
と
見

せ
て
何
か
を
感
じ
て
も
ら
う
く
ら
い
で

い
い
」
と
t
o
s
h
i
b
o
氏
は
言
う
。

そ
こ
に
見
る
側
が
何
か
を
加
え
る
こ
と

で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
作
品
は
完
成
す

る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

自
分
が
い
い
と
思
う
も
の
を 

世
に
問
い
続
け
る

　
今
年
は
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
廃
墟

を
撮
影
し
て
回
っ
た
が
、
そ
こ
で
改
め

て
感
じ
た
の
が
日
本
の
廃
墟
の
魅
力
だ
。

 

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
建
物
は
基
本
石
造
り

で
、
ど
れ
も
同
じ
よ
う
な
崩
れ
方
を
す

る
ん
で
す
が
、
日
本
の
建
物
は
木
造
で
、

し
か
も
雨
が
多
い
の
で
腐
っ
た
り
苔
が

生
え
た
り
し
て
い
く
。
神
社
の
鳥
居
な

ど
建
造
物
も
独
特
で
す
。
日
本
の
廃
墟

が
好
き
な
外
国
人
は
多
い
の
で
す
が
、

そ
れ
も
よ
く
分
か
り
ま
す
」

　
個
人
的
に
と
く
に
心
惹
か
れ
る
の
は
、

古
い
部
分
に
新
し
く
建
て
増
し
を
す
る

な
ど
し
て
増
殖
し
た
建
物
群
。
夏
は
緑

に
覆
わ
れ
て
い
た
そ
れ
が
、
冬
枯
れ
の

時
季
に
な
る
と
朽
ち
か
け
た
全
貌
を
あ

ら
わ
に
す
る
。
そ
の
様
子
こ
そ
が
好
き

だ
と
t
o
s
h
i
b
o
氏
は
思
う
。

　
同
時
に
、
自
分
の
感
覚
は
世
の
中
の

主
流
で
は
な
い
と
も
思
っ
て
い
る
。
現

在
は
他
に
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
撮
影
活

動
を
続
け
て
い
る
が
、
写
真
展
へ
の
出

品
や
イ
ベ
ン
ト
登
壇
な
ど
活
動
の
幅
は

広
が
っ
て
い
て
、
い
っ
そ
仕
事
を
辞
め

て
写
真
に
専
念
し
て
も
よ
い
の
で
は
と

も
思
え
る
の
だ
が
、「
そ
こ
ま
で
は
し

な
く
て
も
い
い
」
と
言
う
の
だ
。

 

「
賛
否
が
分
か
れ
る
写
真
な
の
は
分
か

る
ん
で
す
。
自
分
が
い
い
な
と
思
っ
た

場
所
も
、
地
元
の
人
に
と
っ
て
は
嬉
し

く
な
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら

批
判
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

で
も
、
い
い
と
思
っ
た
も
の
に『
そ
う

だ
ね
』
と
納
得
し
て
ほ
し
い
気
持
ち
は

あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
写
真
を
投
稿
し
続
け

る
の
は
、
そ
ん
な
気
持
ち
か
ら
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」

1988年埼玉県生まれ。20代半ばに始めた珍スポット記録ブログが
きっかけで、会社員として働きながら廃墟の写真を撮り始める。国内
の撮影旅行へは全て自ら車を駆って出かけ、沖縄県以外の全都道
府県を訪問済みだ。

『変わる廃墟展2020』出展作品より。
Xアカウントは
https://twitter.com/JIYUKENKYU_jp/



山形市

蓋
を
開
け
た
瞬
間
、
青
え
ん
ど
う
豆
の
香
り
が
も
う
美
味
し
い
！

口
に
含
め
ば
ほ
ろ
ほ
ろ
ほ
ど
け
、
あ
っ
と
い
う
間
に
ひ
と
箱
完
食

90
年
以
上
も
愛
さ
れ
る

山
形
の
「
白
露
ふ
う
き
豆
」

山
形
県
山
形
市

取材協力

白露ふうき豆本舗  
御菓子司 山田家
〒990-0043  
山形県山形市本町1-7-30
☎023-622-6998  
FAX.023-622-6668
https://www.fukimame.com/

豆がつぶれやすいのでお土産には箱入
りを。260g700円、450ｇ1200円、袋
入り250ｇ600円（各税込）。賞味期限
は夏期3日間、冬期4日間

朱色に金文字の掛け紙が可愛い包
装を解けば、白地に金の花模様が描
かれた箱の身に銀色の蓋をかぶせ
た、懐かしい佇まいの箱が現れる

260ｇ入りからある箱入りの品は、注
文ごとにその場でバットから箱詰め
し、丁寧に包装して提供される。店先
でその作業を見るのも楽しい

　豆
の
味
を
感
じ
る
ほ
ど
よ
い
甘
さ
。

豆
が
崩
れ
て
し
ま
う
寸
前
の
し
っ
と
り

ほ
く
ほ
く
と
し
た
食
感
。
豆
の
皮
は
除

い
て
あ
る
の
で
、
口
に
含
む
と
す
っ
と

と
け
て
雑
な
も
の
が
残
ら
な
い
。
砂
糖

と
塩
で
炊
い
た〝
だ
け
〟な
の
に
ど
う

し
て
こ
ん
な
に
と
思
う
ほ
ど
唯
一
無
二

の
美
味
し
さ
だ
。
昭
和
６
年（
１
９
３

１
年
）、
七
日
町
通
り
に
創
業
し
た
店

舗
に
は
、
百
年
変
わ
ら
ぬ
味
を
求
め
る

人
々
が
開
店
と
と
も
に
訪
れ
る
。
ス
ー

ツ
ケ
ー
ス
を
携
え
た
旅
の
人
も
、
ご
近

所
の
常
連
さ
ん
と
お
ぼ
し
き
人
も
次
々

と
。
し
か
し
作
る
量
に
限
り
が
あ
る

「
白
露
ふ
う
き
豆
」は
、
早
い
時
間
に

売
り
切
れ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
午
前

中
に
来
店
す
る
の
が
良
策
だ（
店
舗
の

他
は
電
話
・
F
A
X
・
ハ
ガ
キ
で
の
取

り
寄
せ
も
可
能
）。
さ
て
、
無
事
入
手

し
た「
白
露
ふ
う
き
豆
」。
そ
の
ま
ま

ス
プ
ー
ン
で
頬
張
っ
て
味
わ
う
の
が
王

道
だ
が
、
ト
ー
ス
ト
し
た
パ
ン
に
バ
タ

ー
と
と
も
に
の
せ
た
り
、
バ
ニ
ラ
ア
イ

ス
に
添
え
て
い
た
だ
く
の
も
な
か
な
か

い
け
る
。
ぜ
ひ
試
し
て
み
て
ほ
し
い
。

●11
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研究の実証実験「子供と大人で共
創する地域産業の未来」をご覧い
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未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げること、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、力になります。

お電話を承れないことがございます。お問い合わせは左記メールアドレスまでお願いいたします。

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅力の再発見

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅力の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達力の強化

3JRCのメソッド

じゃらんリサーチセンター

私たちの活動領域

観光に関する研究

情報発信

観光・地域振興支援
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、インバウンド調査、ご当地調
査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実
験し、具体的な手法や需要の開発にチャレンジしてい
ます

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、調査報告会など
○WEBサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、JRC（じゃ
らんリサーチセンター）が得た知見や提案を余すことなく広く世
の中に発信していきます

○調査・分析　   ○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たにみつける→そだてる→情報発
信→誘客→振り返り→次へ、というサイクルを回しな
がら、地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っ
ていきます

人気温泉
地ランキン

グ2023
 発表！

文化を伝
える

温泉地

特集
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経営」学

号外編

観光庁に
突撃取

材！

新たな「
先駆的

DMO」

選定とは
？

知りたかったあのキーワードを

詳しく解説

とーりま的ピックアップNEWS

月は東に
、日は西に

今号のテーマ

ウェルビ
ーイング

価値と感動を生み出す人に

インタビュー

マエスト
ロの肖像

株式会社アロマオルファクトリー

代表取締役　調香師

荘司博
行

Nostalgic but Innovative

ちょっと
気になる

おみやげ
手帖

全国

酒粕美
容パック

おかえり・

ただいま
から始ま

る

「帰る旅
」の

可能性

【現地リ
ポート】ラン

クUP嬉
野温泉の

挑戦

リクルート

とーりまかし Vol.71

製版寸法  天地 286.0mm :  左右 426.0mm
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72

vol.
72

連載

＼先進事例に成功のヒントあり／
持続可能な「DMO経営」学
第3回

空き家再生による
観光まちづくり術

知りたかったあのキーワードを
詳しく解説
とーりま的ピックアップNEWS
月は東に、日は西に
今号のテーマ

リスキリング

Nostalgic but Innovative

ちょっと気になる
おみやげ手帖
青森県

津軽こぎん

「次世代旅館・ホテル経営者育成プログラム」から
見えてきた

経営者の人生と事業を
劇的に変える

Beの
 リーダーシップ力

東京観光財団（TCVB）共同研究
「インバウンド旅行者を誘客促進するための

サステナブル・ツーリズム研究」より

サステナブル・
トラベラーを
呼び込むために
発信すべき7つのこと

「LGBT等のセクシュアルマイノリティ
対応の研究」より

誰もが楽しめる旅に向けて

LGBTの旅の
困りごと
前編：調査編
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vol. 心を動かす、日本を元気にする観光・レジャーのプロデューサー応援情報誌

2023年9月号

73

vol.
73

連載
＼先進事例に成功のヒントあり／
持続可能な「DMO経営」学

第4回
「観光地」でなくとも人を呼べる！
研修プログラム開発価値と感動を生み出す人にインタビュー

マエストロの肖像株式会社集英社　週刊ヤングジャンプ編集部　

編集主任  『ゴールデンカムイ』担当編集
大熊八甲

Nostalgic but Innovative
ちょっと気になるおみやげ手帖
佐賀県
丸ぼうろ

「じゃらん宿泊旅行調査2023」より
コロナでどうなった？国内旅行のビフォー／アフター「LGBT等のセクシュアルマイノリティ

対応の研究」より誰もが楽しめる旅に向けてLGBTの旅の困りごと後編：事例編

「インバウンド都道府県ポジショニング研究」より

地域ごとの特性や注目度を把握し、

マーケティング戦略の解像度を上げる！
戦略的自己分析のススメ

リクルート

とーりまかし Vol.73
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子どもと大人で
共創する
地域産業の未来
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応援情報誌

2023年12月号

74

vol.
74

連載

＼先進事例に成功のヒントあり／
持続可能な「DMO経営」学
第5回
自ら創れ！地域の起爆剤となる
食・買・泊の自主事業
価値と感動を生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像
写真家／会社員

toshibo
Nostalgic but Innovative
ちょっと気になるおみやげ手帖
山形県

ふうき豆

静岡大学共同研究
「キャリア教育に余暇の過ごし方の
視点を取り込んだ
教育プログラム開発」他
旅は人生の「必修科目」？

旅と教育
「帰る旅」プロジェクトレポート2023
旅人と地域の関係性を拡張せよ！

「帰る旅」がもたらす
新たな旅の形とは

子
ど
も
と
大
人
で

共
創
す
る

地
域
産
業
の
未
来

地
球
コ
ク
リ
！
２
０
２
３

探
究
型
教
育
＆
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
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